
両
大
戦
間
期
日
豪
貿
易
商
社
の
金
融
力

大
島
久
幸

は
じ
め
に

一
対
日
円
為
替
の

�迫
に
よ
る
金
融
力
格
差
の
拡
大

二
三
井
物
産
の
金
融
力

三
商
社
独
自
の
為
替
機
能
の
後
退

四
金
融
力
の
源
泉

�財
務
に
関
す
る
人
的
資
源
の
蓄
積

お
わ
り
に

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
両
大
戦
間
期
の
日
豪
貿
易
を
担
っ
た
三
井
物
産
、
三
菱
商
事
、
兼
松
商
店
を
対
象
に
各
社
の
金
融
力
が
競
争
力
に
ど
う
影
響

し
た
か
を
考
察
す
る
。

商
社
の
金
融
力
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
三
井
物
産
の
事
例
を
中
心
に
研
究
蓄
積
が
進
ん
で
き
た
。
三
井
物
産
で
は
一
九
一
〇
年
代
に
な

っ
て
自
己
資
金
だ
け
で
は
な
く
、
借
入
等
外
部
か
ら
の
調
達
も
含
め
た
資
金
使
用
可
能
額
を
「
金
融
力
」
と
称
す
る
よ
う
に
な
り
、
資
金
需

両大戦間期日豪貿易商社の金融力（大島）

197



要
が
増
大
し
た
第
一
次
大
戦
期
以
降
、
そ
の
拡
大
に
つ
と
め
て
い
っ
た
。
麻
島
昭
一
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
大
戦
期
の
三
井
物
産
は
、

横
浜
正
金
銀
行
、
三
井
銀
行
、
台
湾
銀
行
、
朝
鮮
銀
行
等
か
ら
の
銀
行
信
用
を
中
心
に
金
融
力
を
拡
大
さ
せ
、
ピ
ー
ク
時
の
一
九
一
九
年
下

期
に
は
三
億
七
九
三
一
万
円
に
達
し
た
（
１
）。
そ
れ
ら
本
店
資
金
は
本
支
店
貸
借
を
通
じ
て
、
部
や
支
部
に
供
給
さ
れ
た
が
、
本
稿
の
対
象
時
期

で
あ
る
一
九
二
〇
年
代
半
ば
に
か
け
て
、
本
店
各
部
を
除
く
各
地
支
店
で
は
、
現
地
銀
行
か
ら
の
調
達
や
支
店
独
自
の
積
立
金
で
あ
る
レ
ザ

ー
ブ
等
に
よ
っ
て
本
店
か
ら
の
金
融
的
な
自
立
化
が
進
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
２
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
一
九
二
六
年
の
支
店
長
会
議
で

御
酒
本
会
計
課
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
当
社
ノ
資
本
金
ハ
本
店
各
部
ニ
於
テ
コ
ソ
利
用
セ
ラ
レ
居
ル
モ
各
支
店
ハ
其
相
互
間
ニ
有
無
相
通
ジ
テ
互
ニ
融
通
ス
ル
コ
ト
ヽ
ス
レ
バ
、
会
社
ノ

資
本
金
ニ
全
然
手
ヲ
付
ケ
ズ
ニ
済
ム
ト
云
フ
状
態
ナ
リ
、
更
ラ
ニ
又
各
支
店
貸
借
ヲ
地
方
別
ニ
観
察
ス
レ
バ
、
内
地
各
店
ハ
本
部
ヘ
貸
越
五
二
二
万

円
、
朝
鮮
、
台
湾
ハ
本
店
ヨ
リ
借
越
高
八
一
三
万
円
、
支
那
各
店
ハ
本
部
ヨ
リ
ノ
借
越
一
三
三
万
円
ナ
ル
モ
、
南
洋
、
印
度
各
店
ハ
一
七
〇
万
円
、

欧
州
各
店
ハ
三
五
一
万
円
何
レ
モ
本
部
ヘ
貸
越
ト
ナ
リ
居
レ
リ

（
３
）」

一
九
二
六
年
時
点
に
お
い
て
本
店
か
ら
本
店
各
部
へ
の
貸
越
二
四
五
〇
万
円
を
除
け
ば
、
内
地
（
五
二
二
万
円
）
、
南
洋
印
度
（
一
七
〇

万
円
）
、
欧
州
（
三
五
一
万
円
）
は
む
し
ろ
本
店
へ
の
貸
越
で
あ
り
、
そ
の
額
は
朝
鮮
・
台
湾
と
中
国
の
九
四
六
万
円
の
本
部
か
ら
の
借
越

と
相
殺
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
資
金
需
要
が
賄
え
る
計
算
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
支
店
の
資
金
的
な
自
立
化
が
進
ん
だ
背
景
と
し
て
、
各
支
店
が
現

地
銀
行
か
ら
直
接
に
借
り
入
れ
た
方
が
低
利
で
あ
っ
た
と
い
う
理
由
と
合
わ
せ
て
、
「
本
店
ヨ
リ
借
入
ノ
場
合
生
ス
ル
為
替
ノ
危
険
ヲ
避
ケ

得
ラ
ル
ル
」
点
が
重
要
で
あ
ろ
う
（
４
）。
本
店
か
ら
の
貸
借
勘
定
は
円
貨
で
行
わ
れ
る
た
め
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
為
替
変
動
期
に
あ
っ
て
は
、

む
し
ろ
現
地
で
の
資
金
調
達
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
５
）。
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こ
う
し
た
支
店
の
自
立
的
な
金
融
活
動
に
つ
い
て
は
近
年
、
海
外
接
収
資
料
の
利
用
が
進
む
に
つ
れ
て
解
明
が
進
ん
で
い
る
。
た
と
え
ば
、

戦
間
期
の
北
米
三
店
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
、
シ
ア
ト
ル
店
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
店
）
の
資
金
繰
り
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
し
た
上
山
和
雄

に
よ
れ
ば
、
一
九
二
〇
年
代
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
は
麻
布
・
袋
の
買
い
入
れ
に
伴
う
カ
ル
カ
ッ
タ
店
振
出
し
ロ
ン
ド
ン
支
店
宛
社
内
為

替
の
支
払
い
に
よ
っ
て
金
融
力
が
左
右
さ
れ
る
状
況
に
あ
り
、
一
九
二
二
年
に
は
一
〇
〇
万
円
の
銀
行
借
越
限
度
で
は
資
金
が
不
足
し
た
た

め
、
年
利
七
・
三
％
の
本
店
貸
借
に
よ
っ
て
賄
っ
た
が
、
為
替
リ
ス
ク
の
回
避
の
た
め
臨
時
借
越
限
度
二
五
万
ド
ル
増
枠
の
許
可
を
本
社
か

ら
得
て
年
六
％
の
銀
行
借
入
れ
に
よ
っ
て
本
店
借
越
金
を
返
済
し
た
と
さ
れ
る
（
６
）。

し
か
し
、
こ
う
し
た
商
社
金
融
力
の
実
態
の
解
明
の
一
方
で
、
支
店
が
独
自
に
展
開
す
る
金
融
的
な
活
動
が
営
業
上
の
競
争
力
に
ど
の
よ

う
に
影
響
し
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
日
豪
貿
易
商
社
の
競
争
関
係
を
実
証
的
に

分
析
し
た
天
野
雅
敏
は
、
日
豪
貿
易
の
開
拓
者
で
あ
る
兼
松
商
店
は
第
一
次
大
戦
前
に
お
い
て
高
い
競
争
力
を
有
し
た
が
、
大
戦
後
に
は
三

井
物
産
が
兼
松
に
伍
す
る
よ
う
に
な
り
、
三
菱
商
事
も
そ
れ
に
次
ぐ
競
争
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
示
し
た
上
で
、
そ
の

要
因
と
し
て
買
付
技
量
と
合
わ
せ
て
両
社
の
金
融
力
を
強
調
し
て
い
る
（
７
）。
し
か
し
、
競
争
力
を
規
定
し
た
金
融
力
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
分

析
さ
れ
て
い
な
い
。

他
方
、
本
稿
で
対
象
と
す
る
日
豪
貿
易
金
融
に
つ
い
て
は
、
高
村
直
助
が
内
部
資
料
を
も
と
に
横
浜
正
金
銀
行
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
羊
毛
貿

易
金
融
を
体
系
的
に
分
析
し
て
お
り
、
商
社
の
金
融
力
の
実
態
を
現
地
支
店
の
金
融
を
支
援
す
る
銀
行
の
側
か
ら
解
明
し
て
い
る
（
８
）。
た
だ
し
、

同
研
究
は
、
横
浜
正
金
銀
行
の
活
動
を
分
析
す
る
と
い
う
課
題
設
定
か
ら
同
行
へ
の
資
金
的
依
存
が
低
か
っ
た
三
井
物
産
の
活
動
に
つ
い
て

は
充
分
な
分
析
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
高
村
・
天
野
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、
日
豪
貿
易
商
社
の
金
融
力
の
動
向

を
商
社
の
競
争
力
の
変

化
と
関
連
づ
け
て
分
析
し
た
い
。
そ
の
際
、
本
稿
で
は
商
社
の
金
融
力
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究

史
で
主
と
し
て

議

論
さ
れ
て

き
た
資
金
調
達
力
に
限
定
せ
ず
、
広
く
取
引
を
支
援
す
る

決
済
方

法
を
開
拓
す
る
能
力
を
も

含
め
た
概
念
と
し
て

扱
う
。
単
に

獲
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得
資
金
量
の
多
寡
を
分
析
す
る
だ
け
で
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
展
開
さ
れ
る
商
社
の
競
争
関
係
を
と
ら
え
ら
れ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（

1）
麻
島
昭
一
『
戦
前
期
三
井
物
産
の
財
務
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
、
二
七
〇
～
二
八
三
頁
。

（

2）
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
本
支
店
貸
借
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
邦
夫
「
戦
時
経
済
体
制
下
の
三
井
物
産
（
Ⅰ
）」『
三
井
文
庫
論
叢
』
一
七

号
、
一
九
八
三
年
、
一
九
五
～
二
二
二
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（

3）
三
井
物
産
「
第
九
回
（
一
九
二
六
年
）
支
店
長
会
議
議
事
録
」
四
六
頁
（
物
産
一
九
八

�九
）。

（

4）
三
井
物
産
「
事
業
報
告
書
」
一
九
二
五
年
下
、
七
七
頁
。

（

5）
鈴
木
前
掲
論
文
、
二
〇
〇
頁
。
こ
の
点
に
関
し
て
藤
田
幸
敏
「
三
井
物
産
の
為
替
取
扱
管
理

�明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
か
け
て

�」
『
経

営
研
究
』
第
一
九
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
五
年
は
三
井
物
産
で
、
一
九
二
一
年
に
為
替
事
務
の
統
一
に
む
け
た
取
組
み
が
進
ん
だ
理
由
と
し
て

「
大
正
初
期
の
一
〇
年
で
は
、
社
会
情
勢
か
ら
資
金
問
題
が
益
々
問
題
と
な
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
本
店
が
本
店
に
よ
る
資
金
管
理
を
本
格

的
に
志
向
し
始
め
る
」
と
し
て
お
り
、
筆
者
と
異
な
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
鈴
木
前
掲
論
文
も
「
日
中
戦
争
期
に
海
外
営
業
各
店
は

地
域
的
偏
差
を
伴
い
つ
つ
現
地
資
金
調
達
へ
と
転
換
し
て
い
き
、
本
部
資
金
の
節
約
に
一
定
の
寄
与
を
し
た
」
と
し
て
、
支
店
の
資
金
的
な
自

立
化
を
指
摘
し
つ
つ
も
、
そ
の
時
期
を
両
大
戦
間
期
で
は
な
く
日
中
戦
争
期
に
求
め
て
い
る
。

（

6）
上
山
和
雄
『
北
米
に
お
け
る
総
合
商
社
一
八
九
六
～
一
九
四
一
年
の
三
井
物
産
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
五
年
、
一
七
七
頁
。
な
お
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
に
お
い
て
麻
布
・
袋
の
為
替
が
資
金
量
を
制
約
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
麻
布
・
袋
取
引
固
有
の
事
情
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
本
論
の
中
で
触
れ
て
い
き
た
い
。

（

7）
天
野
雅
敏
『
戦
前
日
豪
貿
易
史
の
研
究

�兼
松
商
店
と
三
井
物
産
を
中
心
に
し
て
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
一
三
一
～
一
五
五
頁
。

（

8）
高
村
直
助
「
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
羊
毛
貿
易
金
融
」
山
口
和
雄
・
加
藤
俊
彦
『
両
大
戦
間
期
の
横

浜
正
金
銀

行
』
日
本
経
営
史
研
究
所
、
一
九

八
八
年
。

200



一
対
日
円
為
替
の

�迫
に
よ
る
金
融
力
格
差
の
拡
大

日
豪
貿
易
は
第
一
次
大
戦
後
、
羊
毛
輸
入
を
中
心
に
拡
大
し
た
。
豪
州
か
ら
の
輸
入
は
一
九
二
一
年
の
三
六
四
〇
万
円
（
う
ち
羊
毛
二
六

五
七
万
円
）
か
ら
二
九
年
に
は
一
億
三
二
六
〇
万
円
（
う
ち
羊
毛
九
九
〇
六
万
円
）
へ
と
三
・
六
倍
に
、
輸
入
は
二
一
五
六
万
円
か
ら
四
四

〇
八
万
円
へ
と
約
二
倍
に
増
加
し
た
（
１
）。
こ
う
し
た
拡
大
す
る
対
日
豪
州
貿
易
を
金
融
面
で
支
え
た
の
が
、
横
浜
正
金
銀
行
で
あ
っ
た
。
横
浜

正
金
銀
行
は
一
九
一
五
年
に
シ
ド
ニ
ー
支
店
を
開
設
し
た
が
、
外
国
銀
行
の
進
出
を
抑
制
し
た
豪
州
政
府
の
方
針
に
よ
っ
て
、
同
行
と
パ
リ

国
民
割
引
銀
行
以
外
の
進
出
が
長
く
認
め
ら
れ
ず
、
結
局
、
横
浜
正
金
銀
行
が
戦
前
期
を
通
じ
て
唯
一
の
日
本
の
銀
行
支
店
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
（
２
）。
し
た
が
っ
て
豪
州
貿
易
に
進
出
し
た
商
社
が
利
用
す
る
対
日
円
為
替
は
横
浜
正
金
が
独
占
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
同
行
が
豪
日
為

替
を
独
占
す
る
と
は
い
え
、
同
行
は
現
地
で
の
支
店
網
を
有
し
て
お
ら
ず
、
羊
毛
輸
出
為
替
資
金
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
現
地
銀
行
に
依
存

す
る
状
況
に
あ
っ
た
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
豪
州
貿
易
で
横
浜
正
金
銀
行
と
深
い
関
係
に
あ
っ
た
兼
松
商
店
は

内
部
資
料
で
同
行
の
立
場
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
（
正
金
シ
ド
ニ
ー
支
店
は

�引
用
者
）

A
sso

cia
ted

B
a
n
k
s
ニ
加
盟
モ
許
サ
レ
ズ
、
又
資
金
吸
集
ノ
支
店
網
ヲ
有
セ
ズ
単
ニ
日
豪
為
替
銀
行
ト
シ

テ
ノ
ミ
存
在
シ
テ
普
通
商
業
銀
行
ノ
業
態
ヲ
具
備
セ
ザ
ル
ガ
故
ニ
其
輸
出
為
替
資
金
ノ
取
得
ニ
ハ
常
ニ
苦
シ
ム
所
ナ
リ
、
蓋
シ
日
濠
貿
易
ハ
莫
大
ナ

ル
濠
州
ノ
輸
出
超
過
ニ
テ
片
為
替
ト
ナ
ル
ハ
免
レ
得
ザ
ル
所
ナ
ル
ニ
搗
テ
テ
加
エ
テ
対
濠
輸
出
ノ
大
宗
タ
ル
富
士
絹
等
絹
織
物
ノ
大
半
ハ
生
憎
在
日

外
商
ノ
手
中
ニ
在
リ
其
輸
出
為
替
ハ
櫁
打
、
香
上
ノ
両
行
ヲ
経
由
ス
ル
モ
ノ
多
ク
シ
テ
正
金
シ
ド
ニ
ー
支
店
ヲ
霑
サ
ザ
ル
ニ
反
シ
、
羊
毛
ノ
激
増
及

ビ
小
麦
等
金
嵩
ノ
対
日
輸
出
品
ハ
全
般
邦
人
商
社
ノ
活
動
ニ
委
セ
ラ
レ
従
ツ
テ
其
資
金
需
要
ハ
正
金
ニ
集
中
ス
ル
ヲ
常
軌
ト
シ
タ
ル
ガ
故
ナ
リ
、
此
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資
金
難
ニ
対
シ
テ
ハ
倫
敦
正
金
支
店
ヨ
リ
ノ
救
援
ア
リ
シ
モ
ノ
ノ
如
ク
ナ
ル
モ
到
底
不
充
分
ナ
レ
バ
市
中
濠
州
銀
行
ノ
融
通
援
助
ニ
倚
ル
外
ナ
キ
弱

キ
立
場
ニ
在
リ
…

（
３
）」

日
豪
貿
易
の
太
宗
た
る
羊
毛
輸
出
の
荷
為
替
は
九
月
上
旬
か
ら
三
月
末
頃
に
集
中
し
、
こ
れ
と
出
会
う
輸
入
品
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い

る
た
め
片
為
替
と
な
り
、
横
浜
正
金
の
対
日
為
替
の
取
組
み
は
豪
州
市
中
銀
行
か
ら
の
資
金
的
援
助
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
横
浜
正
金
銀
行
を
資
金
的
に
援
助
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
系
の
現
地
銀
行
で
ビ
ク
ト
リ
ア
州
を
本
拠
と
し
、

「
横
浜
正
金
銀
行
ノ
当
地
ニ
於
ケ
ル
親
銀
行
」
と
も
い
わ
れ
る

B
a
n
k

o
f
A
u
stra

la
sia
（
Ｂ
Ｏ
Ａ
）
で
あ
っ
た
（
４
）。
た
だ
し
、
Ｂ
Ｏ
Ａ
は
三

井
物
産
の
取
引
銀
行
で
も
あ
り
、
「
当
社
（
三
井
物
産

�引
用
者
）
亦
最
モ
関
係
密
接
ニ
シ
テ
当
地
（
シ
ド
ニ
ー
）
ニ
於
ケ
ル
随
一
ノ
親
銀

行
ト
シ
テ
取
引
ヲ
為
シ
居
レ
リ
」
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
の
点
、
現
地
の
金
融
力
で
は
横
浜
正
金
銀
行
と
三
井
物
産
は
競
合
関
係
と
も

な
り
う
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
が
一
九
二
〇
年
代
中
葉
、
大
き
な
問
題
と
な
る
。
と
い
う
の
も
一
九
二
三
年
に
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
国
内
で
未
曾
有
の
金
融

�迫
を
迎
え
る
中
で
横
浜
正
金
銀
行
の
活
動
が
大
幅
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

豪
州
貿
易
は
一
九
二
〇
年
代
に
入
っ
て
輸
出
超
過
と
な
り
、
在
豪
荷
為
替
資
金
が
減
少
し
在
外
資
金
が
増
加
し
て
い
っ
た
。
一
方
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
紙
幣
発
行
権
を
管
理
す
る
発
券
理
事
会
は
、
一
九
一
四
年
以
降
の
金
輸
出
禁
止
下
に
あ
っ
て
金
本
位
制
へ
の
復
帰
を
目
標
に
、

第
一
次
大
戦
後
の
イ
ン
フ
レ
収
束
の
た
め
連
邦
銀
行
券
の
発
行
額
を
可
能
な
限
り
収
縮
さ
せ
る
方
針
を
と
っ
て
い
た
。
こ
の
発
券
委
員
会
の

引
き
締
め
政
策
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
金
輸
出
禁
止
の
た
め
に
、
市
中
銀
行
が
ロ
ン
ド
ン
資
金
を
国
内
貸
付
に
振
り
向
け
る
こ
と
を
制
約
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
て
一
九
二
二
年
に
は
市
中
銀
行
は
、
羊
毛
や
小
麦
の
輸
出
に
対
す
る
輸
出
金
融
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン

資
金
を
担
保
と
し
た
連
邦
銀
行
券
の
引
き
出
し
を
要
求
し
た
。
し
か
し
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
は
一
九
一
九
年
以
降
ド
ル
に
対
し
て
下
落
し
た
ば

か
り
か
一
九
二
二
年
以
降
、
Ａ
ポ
ン
ド
に
対
し
て
も
下
落
し
始
め
一
九
二
四
年
十
月
に
は
一
〇
〇
：
九
六
ま
で
下
落
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
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発
券
委
員
会
が
引
き
締
め
政
策
を
維
持
し
、
一
九
二
三
年
の
輸
出
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
多
額
の
輸
出
超
過
に
対
し
て
市
中
銀
行
が
融
資
を
ほ
と

ん
ど
で
き
な
い
状
況
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
５
）。
こ
の
間
の
状
況
を
三
井
物
産
の
内
部
資
料
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

当
時
の
状
況
を
良
く
示
し
て
い
る
の
で
や
や
長
く
な
る
が
引
用
し
よ
う
。

「
一
九
二
三
年
末
ノ
頃
ニ
到
リ
テ
ハ
何
レ
ノ
銀
行
モ
手
元
資
金
涸
渇
ノ
窮
境
ニ
立
到
ニ
ヨ
リ
是
ニ
於
テ
銀
行
ハ
先
ヅ
各
々
輸
出
信
用
状
ニ
制
限
ヲ
与

ヘ
テ
之
ヲ
押
ヘ
ン
ト
セ
ン
ガ
輸
出
商
人
ハ
之
ニ
屈
セ
ズ
信
用
状
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
ザ
レ
バ
Ｔ

.Ｔ

.デ
モ
良
シ
ト
言
フ
ノ
デ
Ｔ

.Ｔ

.ヲ
漁
リ
始
メ
タ
リ
、
銀

行
ノ
立
場
ヨ
リ
見
レ
バ
信
用
状
ト
Ｔ

.Ｔ

.ト
ノ
差
ハ
要
ス
ル
ニ
「
サ
イ
ト
」
ガ
ア
ル
カ
ナ
イ
カ
ノ
差
ヲ
示
ス
ノ
ミ
ニ
テ
結
局
当
地
資
金
ノ
減
少
在
外

資
金
ノ
漸
増
ト
ナ
ル
傾
向
ヲ
示
ス
ニ
於
テ
ハ
全
ク
同
一
ナ
リ
、
是
ニ
於
テ
当
地
銀
行
ハ
何
レ
モ
Ｔ

.Ｔ

.買
ヲ
中
止
シ
タ
リ
シ
ガ
他
方
輸
出
商
人
ハ
然

ラ
バ
ト
言
フ
ノ
デ
倫
敦
市
場
ニ
テ
濠
州
Ｔ

.Ｔ

.ヲ
買
漁
リ
タ
リ
、
シ
カ
シ
之
モ
間
モ
ナ
ク
涸
渇
シ
テ
何
レ
ノ
銀
行
モ
売
応
ズ
ル
モ
ノ
ナ
キ
ニ
立
到
リ

シ
カ
バ
輸
出
商
人
ハ
銀
行
頼
ム
ニ
足
ラ
ズ
ト
シ
テ
自
ラ
濠
州
ニ
於
ケ
ル
輸
入
商
人
ヲ
漁
リ
之
ト
直
接
ノ
Ｔ

.Ｔ

.契
約
ヲ
為
シ
テ
相
殺
ス
ル
ノ
方
法
ニ

出
テ
此
間
ノ
仲
介
ノ
労
ヲ
取
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
亦
発
達
シ
テ
是
銀
行
ヲ
除
外
シ
タ
ル
所
謂

O
u
tsid

e
M
a
rk

et
ナ
ル
モ
ノ
ノ
発
達
ヲ
見
ル
ニ
到
レ
リ

…
斯
ノ
如
キ
大
困
難
ヲ
来
セ
ル
根
本
原
因
ハ
英
国
ガ
金
ノ
輸
出
禁
止
ヲ
厳
守
シ
居
ッ
テ
仮
令
自
領
植
民
地
ニ
対
シ
テ
ト
雖
モ
之
ガ
積
出
ヲ
許
サ
ズ
他

方
当
地
濠
州
銀
行
ハ
多
年
ノ
伝
統
ヲ
尊
ビ
テ
当
時
尚
英
蘭
銀
行
ヲ
以
テ
中
央
銀
行
ト
仰
ギ
コ
ン
モ
ン
ウ
ェ
ル
ズ
銀
行
亦
中
央
銀
行
ト
シ
テ
ヨ
リ
モ
寧

ロ
市
中
銀
行
ト
シ
テ
競
争
ス
ル
ガ
如
キ
立
場
ニ
ア
リ
シ
為
メ
濠
州
ト
シ
テ
ハ
事
実
上
中
央
銀
行
モ
ナ
ケ
レ
バ
統
一
モ
ナ
ク
之
ニ
対
シ
テ
何
等
ノ
準
備

モ
ナ
カ
リ
シ
ナ
リ

（
６
）」

市
中
銀
行
の
流
動
性
が

著
し
く
不
足
し
た
結
果
、

そ
れ
ら
資
金
に

依
存
し
た

横
浜
正
金
銀
行
の
対

日
為

替
の
取
組
み
が
困
難
と
な

り
、

日
豪

貿
易
商
社
の
活
動
が
制
約
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
の
横
浜
正
金
銀
行
の
窮
状
を
同
じ
く
三
井
物
産
の
内
部
資
料
は
次
の

よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
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「
一
九
二
四
年
濠
州
金
融
大

�迫
ノ
際
ニ
ハ
濠
州
銀
行
何
レ
モ
面

�ヒ
テ
自
己
擁
護
ニ

�々
ト
シ
テ
他
ヲ
顧
ミ
ル
ノ
暇
ナ
ク
正
金
銀
行
ハ
平
素
親
銀

行
ト
シ
テ
頼
ミ
居
リ
タ
ル

B
K

o
f
A
sia
（
B
K

o
f
A
u
stra

la
sia
ノ
略
唱
）
自
身
頻
リ
ニ
得
意
先
ノ
信
用
ヲ
縮
ム
ル
ニ
到
リ
到
底
正
金
銀
行
ヲ

「
バ
ッ
ク
」
ス
ル
ノ
余
裕
ナ
カ
リ
シ
為
メ
著
シ
ク
窮
境
ニ
立
チ
之
ガ
為
メ
、
日
本
羊
毛
買
付
商
ノ
打
撃
ヲ
受
ク
ル
事
一
方
ナ
ラ
ザ
リ
キ
、
殊
ニ
平
素

最
モ
好
関
係
ノ
間
ニ
ア
リ
シ
丈
ニ
兼
松
商
店
ノ
如
キ
コ
ノ
正
金
銀
行
ノ
荷
為
替
買
取
能
力
ノ
激
減
ハ
一
大
痛
棒
ナ
リ
シ
モ
ノ
ヽ
如
シ
、
当
社
ト
シ
テ

ハ
コ
ノ
正
金
銀
行
ノ
窮
境
ハ
寧
ロ
好
都
合
ニ
テ
濠
州
銀
行
ノ
関
係
ヲ
利
用
シ
テ
之
ニ
代
リ
得
ベ
ク
反
対
商
ノ
苦
シ
メ
バ
苦
シ
ム
程
当
社
ハ
進
ム
ト
言

フ
様
ナ
状
況
ナ
リ
キ
…
濠
州
店
ト
シ
テ
ハ
正
金
ノ
窮
境
ニ
乗
ジ
出
来
得
ル
限
リ
割
当
多
ク
取
リ
テ
反
対
商
ヘ
割
当
ヲ

�々
少
ナ
カ
ラ
シ
メ
ン
ト
努
メ

タ
ル
モ
ノ
ヽ
如
ク
之
ガ
為
メ
不
必
要
ナ
ル
分

�モ
取
リ
込
ミ
タ
ル
傾
向
ア
リ
后
日
東
京
大
阪
方
面
ヨ
リ
使
用
ノ
道
ナ
キ
旨
ノ
返
事
ニ
接
シ
『
羊
毛
ノ

買
付
思
ハ
シ
カ
ラ
ザ
レ
バ
』
ト
ノ
理
由
ニ
テ
断
リ
タ
ル
為
メ
同
行
ノ
反
感
ヲ
買
ヒ
シ
事
一
方
ナ
ラ
ズ
、
三
井
ハ
コ
ノ
当
行
ノ
窮
境
ニ
乗
ジ
テ
使
ヒ
モ

セ
ザ
ル
割
当
ヲ
取
リ
テ
イ
ヤ
ガ
上
ニ
モ
苦
メ
タ
ル
上
最
后
ニ
勝
手
ニ
返
シ
来
ル
等
ハ
商
売
妨
害
ノ
甚
ダ
シ
キ
モ
ノ
ナ
リ
殊
ニ
三
井
ハ

B
k

o
f
A
sia

ト
ノ
取
引
関
係
ア
ル
故
同
行
ニ
テ
三
井
ガ
多
ク
ノ
割
当
ヲ
取
レ
バ
取
ル
程
正
金
銀
行
ト
シ
テ
ハ
割
当
ヲ
減
ゼ
ラ
ル
ヽ
訳
ナ
レ
バ
実
ニ
三
井
ハ
当
行
ノ

取
引
先
ニ
非
ズ
シ
テ
実
ニ
反
対
商
ナ
リ
競
争
者
ナ
リ
ト
言
フ
ニ
ア
リ
、
コ
ノ
事
ハ
余
程
同
行
ニ
テ
モ
痛
手
ナ
リ
シ
ト
見
ヘ
前
支
店
長
松
島
氏
支
店
長

代
理
山
口
氏
ノ
如
キ
会
ノ
毎
度
ニ
コ
ノ
話
ヲ
持
出
シ
テ
憤
慨
シ
居
リ
タ
リ
キ
…

（
７
）」

対
日
円
為
替
が
一
行
に
集
中
し
て
い
る
状
況
下
で
、
現
地
流
動
性
の
不
足
か
ら
為
替
取
組
み
が
制
約
さ
れ
た
こ
と
は
、
日
豪
貿
易
商
社
の
活

動
の
桎
梏
と
な
っ
た
。
横

浜
正
金
銀
行
に

よ
れ

ば
「
正
金
シ

ド
ニ

ー
支
店
の
買
為
替
が

予
想

以
上
に

増
加

を
来
た
し
、
（
一
九
二
三
年
）

十

二
月

初
旬

末
の

計
算
で
は
、
同
月
中
少
な

く
と
も
三
〇

万
ポ
ン

ド
を
ロ
ン
ド
ン
向

け
に
売
出
さ
な

け
れ
ば
、
荷
為
替
指
図

書
・
信
用
状

残
高

六
〇
万
ポ
ン
ド
に
対
し

資
金
不
足
を

生
ず
る
見
込
み
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
同
店
は
、
金
融
緩
和

す
る
ま
で
、
当
分
の
間
、
大
口
信
用
状
の

発
行
な
ら

び
に

送
金
為
替
の
取
組
を
見
合

せ
る
よ

う
、

内
地
各
店
に
要

請
（

８
）」

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
結

果
、
と
り
わ

け
横

浜
正
金
銀
行

へ
の
依

存
が
大
き
か
っ
た
兼
松
商
店
で
は
「
正
金
シ
ド
ニ
ー
支
店
ノ

此
窮
余
ニ
出
デ
タ
ル
常
軌

逸
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脱
ノ
円
為
替
相
場
ニ
ヨ
リ
テ
商
店
ノ
蒙
リ
タ
ル
不
便
ト
不
利
ハ
其
存
続
上
遂
ニ

堪
エ
能
ワ
ザ
ル

�飽
和
点
ニ
達
シ
タ
（
９
）」
と
さ
れ
る
ほ
ど
、
営
業
活
動
の
制
約
と

な
っ
た
。
と
い
う
の
も
三
井
物
産
は
後
述
の
よ
う
に
横
浜
正
金
を
介
さ
な
い
い

わ
ゆ
る
ロ
ン
ド
ン
廻
し
の
荷
為
替
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
為
替
の
制
約
か
ら
比
較
的

自
由
な
地
位
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
豪
日
間
の
直
接
円
為
替
の

制
約
は
当
該
為
替
相
場
の
高
騰
を
招
き
、
豪
州

�ロ
ン
ド
ン

�日
本
と
い
う
ロ

ン
ド
ン
を
介
し
た
為
替
取
組
み
と
の
間
に
著
し
い
為
替
レ
ー
ト
の
差
違
を
生
じ

さ
せ
た
。
一
九
二
四
年
四
月
を
例
に
と
る
と

90
d
/
s
d
ra

ft
S
y
d
n
ey

-J
a
p
a
n

は
一
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
に
対
し
て
一
万
一
三
四
四
円
一
五
銭
で
あ
っ
た
の
に
対
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
経
由
は
一
万
六
四
九
円
六
〇
銭
と
な
り
、
ロ
ン
ド
ン
経
由
の
方

が
六
九
四
・
五
五
円
安
く
な
っ
た
の
で
あ
る
（

�）（
第

1図
参
照
）。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、
横
浜
正
金
銀
行
で
も
ポ
ン
ド
為
替
を
一
部
認

め
て
対
応
し
た
。
『
横
浜
正
金
銀
行
史
』
は
一
九
二
三
年
の
状
況
を
次
の
よ
う

に
説
明
す
る
。

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
羊
毛
為
替
を
す
べ
て

・Y
en

d
ra

w
in
g
・
（
円
為
替
取
組
）

と
す
る
原
則
は
…
も
と
よ
り
当
年
も
不
変
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
毛
織
会
社
の

な
か
に
は
買
付
商
に
対
し
て
ロ
ン
ド
ン
経
由
の
英
貨
為
替
取
組
、
す
な
わ
ち
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・
sterlin

g
d
ra
w
in
g
・
を
希
望
す
る
も
の
が
漸
増
実
情
に
か
ん
が
み
、
得
意
先
の
立
場
を
考
慮
し
た
頭
取
席

は
、
七
月
一
七
日
付
書
信
に
よ
り
、
羊
毛
信
用
状
の

�ま
で
、
同
席
の
総
合
的
調
整
の
下
に
Ｄ
・
Ｃ
号

（

�）の
取
組

を
許
容
す
る
こ
と
と
…
し
た

（

�）。」

こ
う
し
た
状
況
に
兼
松
は
次
の
四
つ
の
方
法
で
対
応
し
た
（

�）。

①
B
a
n
k
o
f
A
u
stra
la
sia
お
よ
び
N
a
tio
n
a
l
B
a
n
k
o
f
A
u
stra
lia
と
い
っ
た
豪
州
銀
行
よ
り
ロ
ン

ド
ン
廻
り
手
形
買
い
取
り
の
予
約
を
取
っ
て
、
正
金
銀
行
神
戸
支
店
よ
り
Ｄ
・
Ｃ
信
用
状
を
発
行
し
て
こ
れ

を
確
保
す
る
方
法

②
豪
州
輸
入
業
者
の
輸
入
品
に
対
す
る
ロ
ン
ド
ン
払
債
務
を
日
本
よ
り
の
送
金
代
払
い
に
し
て
、
シ
ド
ニ
ー

に
お
い
て
そ
の
代
り
代
金
を
受
け
取
る
方
法

③
神
戸
に
お
い
て
所
有
公
社
債
等
を
売
却
し
て
「
資
金
ノ
総
動
員
ヲ
決
行
シ
テ
」
こ
れ
を
順
次
、
主
と
し
て

チ
ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
経
由
で
シ
ド
ニ
ー
に
送
金
す
る
方
法

④
神
戸
輸
出
部
よ
り
無
為
替
送
荷
を
連
続
実
行
し
て
シ
ド
ニ
ー
の
無
為
替
輸
出
資
金
に
充
当
転
用
す
る
「
即

チ
In
ter-h

o
u
se
ex
ch
a
n
g
e」
に
よ
る
方
法

横
浜
正
金
銀
行
の
ポ
ン
ド
為
替
を
活
用
す
る
ほ
か
、
輸
出
入
の
出
会
い
を
つ
け
た
り
、
自
己
資
金
を
動

員
す
る
な
ど
し
て
対
応
に
苦
慮
し
た
様
子
が
分
か
る
。
し
か
し
、
結
果
的
に
第

1表
の
よ
う
に
当
該
期
の

為
替
に
お
い
て
兼
松
は
全
体
の
八
四
％
（
ポ
ン
ド
為
替
一
九
％
、
円
為
替
六
五
％
）
を
横
浜
正
金
銀
行
に
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第1表 兼松商店の資金手当ての内訳（自1923.4至1924.3）年）

①DrawnonLondon,D.C.credit ￡581,865 19％

②SecuredCachfundinSydney,T.T.KobeonLondoninreturn ￡110,000 4％

③T.T.onSydneyfrom Kobe ￡147,000 5％

④Undrawnshipmentfrom Kobe ￡217,620 7％

DrawnYendraftinJapanthroughY.S.B ￡1,989,388 65％

Total ￡3,045,873 100％

［出典］『続兼松商店史料』第1編、29頁より作成。



依
存
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
ロ
ン
ド
ン
廻
し
荷
為
替
に
つ
い
て
は
従
来
の
研
究
史
で
三
菱
商
事
が
開
拓
し
た
方
法
と
し
て
強
調
さ
れ
て
き
た
。
そ
の

根
拠
と
な
っ
た
の
が
、
立
業
貿
易
録
の
左
記
の
記
述
で
あ
る
。

「
（
一
九
二
九
年
九
月
の
取
引
方
法
改
善
の
）
協
定
以
後
は
毛
織
会
社
は
全
部
信
用
状
発
行
の
こ
と
と
な
っ
た
が
（
後
述
）
、
其
以
前
輸
入
業
者
が
信

用
状
を
開
設
し
た
頃
は
輸
入
為
替
は
殆
ど
全
部
正
金
銀
行
の
円
為
替
手
形
に
よ
る
決
済
で
あ
っ
た
、
我
社
は
当
時
採
算
改
善
策
を
研
究
の
結
果
考
案

し
た
の
が
倫
敦
廻
決
済
で
あ
る
、
大
正
一
四
年
一
〇
月
倫
敦

B
a
rcla

y
B
a
n
k
と

R
ev
o
lv
in
g

C
red

it
四
〇
万
磅
、
無
担
保
限
度
一
〇
万
磅
（
後

六
〇
万
磅
及
二
五
万
磅
に
増
額
）
を
契
約
し
て
、
専
ら
日
本
毛
織
の
注
文
に
利
用
し
日
本
宛
円
為
替
と
の
差
益
を
同
社
と
折
半
し
た
、
此
方
法
は
同

社
か
ら
大
に
感
謝
さ
れ
注
文
獲
得
に
役
立
っ
た
が
、
の
ち
に
は
各
輸
入
業
者
と
も
倫
敦
廻
し
信
用
状
を
開
設
し
、
し
か
も
差
益
全
部
を
日
毛
に
提
供

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
我
社
も
之
に
従
ふ
の
余
儀
な
き
に
至
っ
た
、
併
し
日
毛
は
我
社
の
倫
敦
廻
し
の
発
見
と
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
其
後
も
永
く

謝
意
を
評
し
て
い
た

（

�）。
」

し
か
し
、
後
述
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
廻
し
荷
為
替
は
三
井
物
産
で
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
開
始
さ
れ
て
お
り
、
立
業
貿
易
録
の
記
述
は
史

実
と
矛
盾
す
る
点
が
多
い
（

�）。
む
し
ろ
、
三
井
物
産
で
従
来
か
ら
秘
密
裏
に
行
わ
れ
て
い
た
ロ
ン
ド
ン
廻
し
の
荷
為
替
が
、
そ
の
後
三
菱
商
事

で
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
各
社
に
広
が
っ
て
い
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（

1）
高
村
前
掲
論
文
、
二
五
一
頁
。

（

2）
同
右
、
二
五
四
頁
。

（

3）
富
森
稿
「
大
正
一
三
年

為
替
問
題
」
（
前
田
一
九
四
九
年
稿
『
続
兼
松
商
店
史
料
』
第
一
編

自
大
正
一
三
年
至
同
一
五
年
、
二
五
～
二

両大戦間期日豪貿易商社の金融力（大島）
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六
頁
）
（
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
所
蔵
資
料
。
以
下
、
同
）

（
4）

三
井
物
産
シ
ド
ニ
ー
支
店
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
一
九
二
八
年
一
〇
月
三
一
日
、
第
一
巻
、
四
〇
頁
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公

文
書
館
所
蔵
資
料
（
Ｓ
Ｐ
一
一
〇
一
／
一
、
Ｂ
Ｏ
Ｘ
七
四
）。

（

5）
当
該
期
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
貨
幣
政
策
に
つ
い
て
は
、
石
田
高
生
『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
金
融
・
経
済
の
発
展
』
日
本
経
済
評
論
社
、
二

〇
〇
五
年
、
三
二
六
～
三
三
一
頁
に
よ
っ
た
。

（

6）
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
第
一
巻
、
一
四
三
～
一
四
六
頁
。
な
お
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
同
引
継
書
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
。
「
当
時
世
界
ノ
大
勢
ハ
何
レ
モ
金
ノ
輸
出
ヲ
禁
止
シ
テ
鋭
意
之
ガ
擁
護
ニ
努
メ
居
レ
ル
ニ
反
シ
米
国
ノ
ミ
ハ
独
リ
金
ノ
輸
出
自
由
ニ
シ

テ
何
レ
ノ
国
モ
積
出
ス
ヲ
得
タ
リ
然
ラ
バ
コ
ノ
濠
州
ノ
金
融
大
困
難
ニ
臨
ミ
テ
ハ
各
銀
行
ハ
英
蘭
銀
行
ニ
ア
ル
自
国
資
金
ヲ
引
出
シ
テ
米
国
向

為
替
Ｔ

.Ｔ

.ヲ
買
ヒ
テ
米
国
向
送
金
シ
同
地
ニ
テ
金
塊
ヲ
買
ッ
テ
濠
州
ニ
輸
送
ス
ル
ノ
採
算
立
タ
ザ
リ
シ
カ
…
一
九
二
四
年
一
月
ニ
ハ
英
米
ク

ロ
ッ
ス
レ
ー
ト
四
弗
八
〇
仙
ト
ナ
リ
採
算
点
四
・
七
五
ニ
比
シ
既
ニ
一
％
方
廻
金
ノ
方
有
利
ト
ナ
リ
来
レ
リ
是
ニ
於
テ
濠
州
各
銀
行
ノ
頭
モ
漸

ク
コ
ノ
方
向
ニ
向
ヒ
爾
后
輸
入
高
合
計
一
万
磅
ヲ
越
ヘ
タ
リ
ト
唱
セ
ラ
ル
…
英
米
為
替
ハ
其
后
上
騰
止
マ
ズ
（
マ
マ
）
英
国
政
府
亦

P
a
r
ノ

近
ヅ
ケ
バ
解
禁
ヲ
ナ
ス
ベ
キ
風
ヲ
見
セ
タ
ル
為
メ
益
々
ソ
ノ
勢
ヲ
増
、
南
阿
ノ
解
禁
ヲ
手
始
メ
ニ
遂
ニ
四
月
末
ヲ
以
テ
英
本
国
ノ
金
輸
出
解
禁

ヲ
見
、
濠
州
政
府
亦
之
ニ
対
応
シ
テ
一
九
二
五
年
四
月
二
九
日
ヲ
以
テ
濠
州
モ
亦
金
解
禁
ヲ
声
明
セ
リ
…
難
渋
ヲ
極
メ
タ
ル
濠
州
ノ
金
融
問
題

ヲ
根
本
的
ニ
解
決
シ
去
リ
、
最
早
銀
行
ハ
得
意
先
ニ
対
シ
テ
信
用
状
ノ
制
限
ヲ
為
ス
必
要
モ
ナ
（
く
な
っ
た
）」（
同
右
、
一
四
七
～
一
四
九
頁
。）

こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
三
巻
は
一
九
二
五
年
の

項
目
で
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
上
期
中
最
も
注
意
を

ひ

い
た
も
の
は
金
塊
の
流
入
で
、
四
月
ま
で
に
七
七
〇
万
ポ
ン
ド
に
達
し
、
う
ち
七
五
％
は
ア
メ
リ
カ
・
他
は
南
ア
フ
リ
カ
か
ら
の
積
出

で
、
主

に
市
中
銀
行
の
手
に
よ
る
輸
入

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
金
額
の
割
に
は
金
融
緩
和
の
効
果
が
薄
く
、
し
た
が
っ
て
、
対
英
為
替
は
年
初
市

場
相

場
3
�

％
d
isc.（

割
引
）
に

据
置

か
れ
、

組
合
銀
行

協
定

率
も
前
年
一
〇
月
以
来
の

2
�

％
d
isc.

を
維

持
し
て
い
た
。

と
こ

ろ
が
、

イ
ギ
リ

ス
に

追
随
し
て
四
月
二
九
日
に
金
本

位
復

帰
（
た

だ
し
、
金
貨
の
国

内
流

通
を

停
止
）

す
る

と
、

市
場

相
場
は
た

ち
ま

ち
2％

d
isc.
に

急
落

し
た

あ
と
、

さ
ら
に

1
�

％
d
isc.

か
ら

間
も
な

く
�

％
d
isc.

を
唱

え
る
に

至
っ
た
の

で
、

組
合
銀
行

も
五
月
六
日
に

至
り

�
％

d
isc.
に

協

定
率
を
改
定
し
た
。
」
（
九
一
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。
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（

7）
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」、
九
一
～
九
三
頁
。

（
8）

東
京
銀
行
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
二
巻
、
昭
和
五
六
年
、
四
四
四
頁
。

（

9）
富
森
稿
「
大
正
一
三
年
為
替
問
題
」（
前
田
一
九
四
九
年
稿
『
続
兼
松
商
店
史
料
』
第
一
編
自
大
正
一
三
年
至
同
一
五
年
）。

（

10）
同
右
、
二
七
頁
。

（

11）
Ｄ
・
Ｃ
号
信
用
状
と
は
日
本
向
け
為
替
の
直
接
決
済
不
便
の
土
地
か
ら
輸
入
の
場
合
、
仕
出
し
店
で
発
行
し
倫
敦
支
店
に
開
設
す
る
信
用
状

を
指
す
（
高
村
前
掲
論
文
、
二
五
五
頁
）。

（

12）
東
京
銀
行
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
二
巻
、
昭
和
五
六
年
、
四
四
四
頁
。

（

13）
富
森
稿
「
大
正
一
三
年

為
替
問
題
」
（
前
田
一
九
四
九
年
稿
『
続
兼
松
商
店
史
料
』
第
一
編

自
大
正
一
三
年
至
同
一
五
年
）
二
八
～
三

二
頁
。

（

14）
田
中
完
三
『
立
業
貿
易
録
』
一
九
五
八
年
、
七
一
六
頁
。

（

15）
実
際
、
日
本
毛
織
の
社
史
で
は
、
「
輸
入
原
毛
に
た
い
し
て
は
昭
和
の
初
め
ま
で
は
正
金
銀
行

S
y
d
n
ey
支
店
か
ら
日
本
向
け
手
形
を
組
ん

で
い
た
の
で
あ
る
が
、
甚
だ
高
い
レ
ー
ト
を
も
た
さ
れ
た
の
で
、
当
時
濠
州
に
滞
在
し
て
い
た
わ
が
社
の
原
毛
課
長
永
井
唯
一
が
、
こ
れ
を
改

善
す
べ
く
三
井
物
産
を
通
じ
て
交
渉
を
か
さ
ね
、
つ
い
に

L
o
n
d
o
n
宛
に
ポ
ン
ド
手
形
を
取
り
組
む
、
い
わ
ゆ
る

L
o
n
d
o
n
回
し
信
用
状
に

よ
る
決
済
に
切
り
替
え
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
が
昭
和
三
年
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
て
立
業
貿
易
録
の
記
述
と
異
な
る
説
明
を
し
て
い
る

（
日
本
毛
織
株
式
会
社
『
日
本
毛
織
六
〇
年
史
』
一
九
五
七
年
、
二
四
五
頁
）。

二
三
井
物
産
の
金
融
力

一
九
二
四
年
に
か
け
て
の
金
融

�迫
期
に
三
井
物
産
の
日
豪
貿
易
に
お
け
る
シ
ェ
ア
は
高
ま
り
、
そ
の
結
果
、
兼
松
商
店
と
の
地
位
が
入

両大戦間期日豪貿易商社の金融力（大島）
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れ
替
わ
っ
た
（
第

2図
）。

こ
の
よ
う
に
両
者
の
競
争
力
が
逆
転
し
た
理
由
に
つ
い
て
、
一
九
二
四
年

下
期
の
三
井
物
産
「
斯
土
寧
支
店
考
課
状
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
殊
ニ
当
地
金
融
難
ハ
本
期
ニ
入
リ
テ
一
層
甚
シ
ク
為
ニ
買
付
技
倆
ノ
巧
拙
以

外
ニ
買
付
金
融
力
ノ
如
何
又
為
替
裁
定
ノ
巧
拙
ガ
注
文
ノ
有
無
大
小
ヲ
決
ス
ル

最
大
原
因
ト
ナ
レ
リ
、
当
店
ハ
従
来
通
リ
倫
敦
廻
シ
為
替
方
法
ニ
ヨ
リ
単
ニ
注

文
ヲ
受
ケ
シ
数
量
ヲ
買
付
ケ
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
為
替
裁
定
方
法
ニ
於
テ
モ
他
社

ノ
追
随
ヲ
許
サ
ヾ
ル
当
社
ノ
金
融
力
ニ
ヨ
リ
買
付
高
ニ
於
テ
本
期
ハ
一
躍
日
本

買
付
ノ
約
四
割
ヲ
獲
得
セ
シ
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
当
シ
ド
ニ
ー
市
場
ニ
於
ケ
ル
世
界
各

国
買
付
商
ニ
伍
シ
第
二
位
ト
ナ
ル
ニ
至
レ
リ
」

前
述
の
よ
う
に
、
立
業
貿
易
録
の
記
述
を
基
礎
と
し
て
、
従
来
、
ロ
ン
ド

ン
廻
し
の
荷
為
替
は
三
菱
商
事
が
開
始
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
三
井
物
産
で
は
、
一
九
二
四
年
の
金
融

�迫
期
以
前
か
ら
ロ
ン
ド
ン

廻
し
荷
為
替
の
活
用
が
行
わ
れ
て
い
た
。
村
瀬
信
一
郎
は
一
九
一
七
年
に
入

社
し
、
本
店
営
業
部
勘
定
掛
を
一
九
二
四
年
ま
で
長
く
務
め
た
の
ち
、
同
年

末
シ
ド
ニ
ー
支
店
勘
定
掛
へ
移
動
し
、
一
九
二
八
年
に
シ
ド
ニ
ー
支
店
を
去

る
に
あ
た
っ
て
引
継
書
を
残
し
た
が
、
前
任
地
の
本
店
営
業
部
当
時
の
状
況
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を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

「
輸
出
荷
為
替
問
題
ニ
就
テ
ハ
ソ
ノ
昔
如
何
ナ
ル
事
ヲ
為
シ
居
リ
シ
モ
ノ
カ
記
録
モ
不
完
全
ニ
シ
テ
判
明
セ
ザ
ル
モ
筆
者
営
業
部
ニ
於
テ
毛
類
掛
ノ

勘
定
ヲ
担
当
シ
居
リ
シ
時
代
ノ
記
憶
ト
総
合
シ
テ
考
フ
ル
ニ
…
羊
毛
ハ
東
京
方
面
ハ
筆
者
入
社
以
前
（
一
九
一
七
年

�引
用
者
）
ヨ
リ
倫
敦
廻
シ
ノ

有
利
ナ
ル
ニ
気
付
キ
之
ニ
主
力
ヲ
尽
シ
居
リ
シ
様
ナ
レ
バ
大
阪
方
面
ノ
モ
ノ
ガ
主
ト
シ
テ
（
横
浜
正
金
の
）
円
為
替
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ト
思
ハ
ル
ヽ
…
如

上
ノ
如
ク
東
京
方
面
ハ
使
用
少
ナ
ク
主
ト
シ
テ
大
阪
方
面
ノ
羊
毛
並
ニ
小
麦
ノ
商
内
ニ
限
リ
タ
ル
様
ナ
レ
バ
先
ヅ
総
積
出
高
ノ
半
額
乃
至
三
分
ノ
二

位
ハ
同
行
（
横
浜
正
金
）
ヘ
持
出
シ
居
リ
シ
モ
ノ
ニ
非
ザ
ル
カ

（
１
）」

三
井
物
産
で
は
一
九
二
四
年
の
金
融

�迫
期
以
前
か
ら
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
経
由
し
た
ポ
ン
ド
為
替
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
横
浜
正

金
銀
行
が
シ
ド
ニ
ー
に
お
け
る
資
金
的
手
当
て
と
し
て
頼
み
に
す
る

B
a
n
k

o
f
A
u
stra

la
sia
か
ら
も
直
接
融
資
を
受
け
る
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
対
日
円
為
替
の
唯
一
の
担
い
手
で
あ
っ
た
正
金
か
ら
の
独
立
性
が
高
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
二
二
年
五

月
中
の

B
a
n
k

o
f
A
u
stra

la
sia
と
の
貸
越
協
定
で
は
、
一
般
勘
定
と
し
て
五
万
ポ
ン
ド
ま
で
無
期
限
、
無
担
保
、
金
利

6
�

%
許
可
の

口
約
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
２
）。
具
体
的
な
資
金
調
達
状
況
を
確
認
す
る
た
め
判
明
す
る
一
九
二
四
年
一
一
月
～
二
五
年
二
月
の
借
入
れ
状
況
を

み
よ
う
（
第

2表
）
。
調
達
先
の
主
軸
は
Ｂ
Ｏ
Ａ
で
あ
る
が
、

B
a
n
k

o
f
N
ew

S
o
u
th

W
a
les
な
ど
多
様
な
現
地
銀
行
か
ら
の
調
達
を
行

っ
て
い
る
状
況
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
現
地
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
と
並
ん
で
重
要
で
あ
っ
た
の
が
、
使
用
可
能
資
金
の
一
部
に
含
ま
れ
る
支
店
固
有
の
資
金
、
損
失

準
備
金
（
＝
レ
ザ
ー
ブ
）
の
機
能
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
じ
た
社
内
為
替
で
あ
っ
た
。
以
下
、
レ
ザ
ー
ブ
と
社
内
為
替
の
状
況
を
み
よ
う
。

レ
ザ
ー
ブ
と
は
損
益
計
算
書
に

未
計
上
の

収
益
金
を

指
し
、
支
店
・
出

張
所
の
業

績
が
好
調
な
と
き
に
一
部
の
収
益
金
を
表
面
に
出
さ
ず
、
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業
績
が
低
下
し
た
と
き
に
表
面
に

出
す
と
い
う
バ
ッ
フ
ァ
ー
的
機
能

を
有
し
て
お
り
（
３
）、
第
一
次
大
戦
前

か
ら
ひ
ろ
く
存
在
し
て
い
た
。
た

と
え
ば
、
一
九
一
三
年
の
会
議
で

は
損
失
準
備
金
に
関
し
て
社
内
で

議
論
が
行
わ
れ
各
店
か
ら
す
で
に

存
在
し
て
い
る
レ
ザ
ー
ブ
を
公
式

化
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
一
九
一
四
年
に
は
各
支

店
に
お
け
る
損
失
準
備
金
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
４
）。
そ
の
後
、

一
九
二
〇
年
初
頭
に
か
け
て
、
取

締
役
か
ら
レ
ザ
ー
ブ
の
回
収
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
が
（
５
）、
現
実
に
は

一
九
三
〇
年
代
に
か
け
て
む
し
ろ

各
店
で
増
額
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ

た
と
判
断
で
き
る
。
資
金
の
性
格

212

1925年1月 1925年2月

OurBalanceOverdraft ￡106,263.3.2 OurBalanceOverdraft ￡1,638.5.5

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡21,916.1.9 Cheques（Checks）notyetpaid ▲￡419.1.7

Notenteredbyus ￡2,320. 他 ￡111.2.0

BankBalanceOverdraft ￡82,028.2.4 BankBalanceOverdraft ￡1,329.16.10

OurBalanceOverdraft ￡9,607.16.6 OurBalanceOverdraft ￡2,520.14.2

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡1,882.0.10

BankBalanceOverdraft ￡9,607.16.6 BankBalanceOverdraft ￡638.13.4

OurBalanceOverdraft ￡4,472.4.10 OurBalanceOverdraft ￡8,451.10.9

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡1,553.1.7

BankBalanceOverdraft ￡4,472.4.10 BankBalanceOverdraft ￡6,898.09.2

OurBalanceOverdraft ￡15,925.3.2 OurBalanceOverdraft ￡10,198.16.5

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡15,9253.2

BankBalance ￡0.0. BankBalanceOverdraft ￡10,198.16.5

OurBalanceOverdraft ￡23,184.3.4 OurBalanceOverdraft ￡13,166.17.5

他 ￡0.1.

BankBalanceOverdraft ￡23,184.4.4 BankBalanceOverdraft ￡13,166.17.5

OurBalanceOverdraft 148,559.12.5

Notenteredbyus 259.5.3

￡148,818.17.8

BankBarancecredit ￡315.0.0



上
、
各
店
の
レ
ザ
ー
ブ
の
額
の
推

移
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

数
少
な
い
推
移
を
示
す
も
の
と
し

て
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
の
ケ
ー

ス
を
分
析
し
た
上
山
前
掲
書
の
デ

ー
タ
を
示
す
と
第

3図
の
通
り
で

あ
る
。

で
は
、
豪
州
店
の
レ
ザ
ー
ブ
の

規
模
は
ど
の
程
度
で
あ
っ
た
の
か
。

金
融

�迫
期
直
後
の
一
九
二
四
年

の
シ
ド
ニ
ー
支
店
勘
定
掛
引
継
書

に
よ
れ
ば
、
当
該
期
に
は
三
井
物

産
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
レ
ザ

ー
ブ
が
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
る
。

在
濠
店
R
eserv

e

「
損
失
補
充
資
金
積
立
報
告
」

ナ
ル
特
別
ノ
file
ヲ
用
ヒ
重
要
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第2表 三井物産シドニー支店の資金調達

1924年11月 1924年12月

BankofAustralasia

OurBalanceOverdraft ￡21,457.13.8 OurBalanceOverdraft ￡166,492.6.6

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡1,819.15.1 Cheques（Checks）notyetpaid▲￡25,449.12.10

Notenteredbyus ￡0.5.4 Notenteredbyus ￡5.1.

BankBalanceOverdraft ￡19,638.3.11 BankBalanceOverdraft ￡141,047.14.8

BankofNewSouthWales

OurBalanceOverdraft ￡411.5.4 OurBalanceOverdraft ￡5,074.19.8

Cheques（Checks）notyetpaid ▲￡52.8.6 Cheques（Checks）notyetpaid ▲￡129.16.4

NotenteredbyBank ￡775.4.8 Notenteredbyus ￡1.15.

BankBalanceOverdraft ￡1,134.1.6 BankBalanceOverdraft ￡4,946.18.4

AustralianBankofCommerceLtd.

OurBalanceOverdraft ￡82.9.8 OurBalanceDiposit ▲￡10.0.1

Cheques（Checks）notyetpaid▲￡1,024.12.6 Notenteredbyus ￡58.2.7

BankBalanceDiposit ▲￡942.2.4 BankBalanceOverdraft ￡48.2.6

NationalBankofAustralasia

OurBalanceOverdraft ￡92,508.12.8

BankBalanceOverdraft ￡92,508.12.8

CommercialBankingCompany

UnionBankofAustraliaLtd

YokohamaSpecieBankLtd

［出典］「CashBook」SP1098/4BOX314より作成。



書
類
ト
シ
テ
金
庫
ニ
保
管
ス

（
イ
）

S
y
d
n
ey
分

￡
35,505-19-9

引
当
ナ
キ
モ
ノ

￡
33,747-19-11

（
ロ
）

M
elb

o
u
rn

e
分

￡
25,905-18-4

引
当
ナ
キ
モ
ノ

￡
25,205-18-4

￡
61,411-18-1

￡
58,853-18-3

（
６
）

こ
れ
ら
準
備
金
は
為
替
な
ど
の
金
融
に
も
用
い
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
残
念
な
が

ら
一
九
二
四
年
の
引
継
書
で
は
そ
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
い
。
他
方
、
一
九

二
八
年
の
引
継
書
に
は
そ
の
利
用
に
つ
い
て
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
二
八

年
の
引
継
書
か
ら
シ
ド
ニ
ー
支
店
（
メ
ル
ボ
ル
ン
店
ン
も
含
む
）
の
金
融
の
実
態
を
み
た

い
。
な
お
、
一
九
二
八
年
時
点
で
は
後
述
の
よ
う
に
羊
毛
取
引
で
は
三
井
銀
行
に
よ
る
電

信
為
替
が
一
般
的
と
な
っ
て
お
り
、
三
井
物
産
の
レ
ザ
ー
ブ
を
用
い
た
金
融
は
ス
ト
ッ
ク

羊
毛
や
そ
の
他
の
商
品
向
け
と
な
っ
て
お
り
、
羊
毛
取
引
の
金
融
力
を
直
接
補
強
す
る
手

段
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
を
断
っ
て
お
く
。
た
だ
し
、
金
融

�迫
期
に
は
レ
ザ

ー
ブ
が
金
融
力
の
重
要
な
源
泉
で
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

ま
ず
一
九
二
八
年
時
点
に
お
け
る
豪
州
店
の
金
融
力
を
確
認
し
、
レ
ザ
ー
ブ
の
量
的
な
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［出典］ 上山和雄『北米における総合商社』日本経済評論社、2005年、167頁より作成。



位
置
づ
け
を
み
よ
う
。
当
該
期
の
同
店
の
資
金
枠
と
し
て
は
、
シ
ド
ニ
ー
、
メ
ル
ボ
ル
ン
両
店
合
わ
せ
た
損
失
準
備
積
立
金
が
約
七
万
四
〇

〇
〇
ポ
ン
ド
、
銀
行
借
入
金
限
度
一
〇
万
ポ
ン
ド
、
会
計
課
借
入
貸
借
限
度
五
万
ポ
ン
ド
、
ロ
ン
ド
ン
支
店
貸
借
限
度
一
万
ポ
ン
ド
の
合
計

二
三
万
ポ
ン
ド
が
存
在
し
た
（
７
）。
レ
ザ
ー
ブ
が
銀
行
借
入
枠
に
匹
敵
す
る
規
模
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
本
支
店
貸
借
枠
と
ロ
ン
ド
ン
店
貸
借

枠
を
合
計
す
る
と
銀
行
借
入
枠
を
上
回
る
規
模
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
為
替
資
金
操
作
の
中
核
と
な
る
の
が
、
損
失
準
備
金
で
あ
っ
た
。
同

店
の
場
合
、
通
常
、
こ
れ
ら
準
備
金
を
羊
毛
輸
出
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
中
で
あ
る
二
、
三
月
頃
か
ら
八
月
頃
ま
で
本
店
会
計
課
へ
預
け
、
羊
毛

輸
出
期
の
九
月
初
め
か
ら
翌
年
三
月
ま
で
の
時
期
に
為
替
資
金
と
し
て
使
用
す
る
と
さ
れ
て
お
り
、
金
融
的
に
本
店
か
ら
自
立
し
た
存
在
で

あ
っ
た
（
８
）。
こ
の
間
の
操
作
に
つ
い
て
、
引
継
書
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
（
９
）。

「
今
日

�ノ
処
、
羊
毛
シ
ー
ズ
ン
中
ハ
輸
出
前
借
金
ノ
金
融
ニ
ヨ
ル
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
ヲ
一
部
之
ニ
ヨ
ラ
ズ
、
コ
ノ
余
裕
（
損
失
準
備
金
）
ヲ
以
テ

代
ラ
シ
メ
、
シ
ー
ズ
ン
ノ
終
ル
ト
共
ニ
会
計
課
ニ
預
ル
事
ト
為
シ
居
レ
リ
、
又
時
ト
シ
テ
ハ
之
ヲ
社
内
為
替
ノ
資
金
ニ
流
用
シ
居
レ
リ
、
然
ラ
バ
実

際
問
題
ト
シ
テ
如
何
ニ
シ
テ
会
計
課
ニ
送
ル
ヤ
ト
言
フ
ニ
…
日
本
ニ
於
テ
倫
敦
Ｔ

.Ｔ

.ノ
現
売
先
買
ヲ
為
シ
当
地
ヨ
リ
ハ
之
ニ
出
会
ス
様
倫
敦
ヘ
資

金
ヲ
廻
シ
置
ケ
バ
ソ
レ
デ
良
シ
…
」

引
継
書
を
作
成
し
た
村
瀬
に
よ
れ
ば
、
概
し
て
日
本
貿
易
は
上
半
期
が
輸
入
超
過
、
下
半
期
が
輸
出
超
過
で
あ
る
た
め
、
上
半
期
に
は
日

本
で
資
金
を
回
収
し
て
海
外
で
支
払
い
、
下
半
期
は
そ
の
逆
と
な
る
傾
向
に
あ
る
。
シ
ド
ニ
ー
店
で
は
下
半
期
の
時
期
に
輸
出
前
貸
金
と
し

て
活
用
し
た
後
、
資
金
が
余
る
上
半
期
に
、
内
地
の
資
金
需
要
に
対
応
さ
せ
る
形
で
、
日
本
よ
り
ロ
ン
ド
ン
支
店
向
け
の
現
物
の
Ｔ

.Ｔ

.

（
電
信
為
替
）
を
売
っ
て
、
同
時
に
こ
れ
に
出
会
う
よ
う
に
資
金
を
ロ
ン
ド
ン
に
廻
し
て
（
電
送
）「
倫
敦
ヲ
シ
テ
会
計
課
ノ
命
ズ
ル
支
払
先

ヘ
ノ
支
払
ヲ
可
然
ナ
ラ
シ
メ
（
る
）
」
と
同
時
に
、
先
物
の
Ｔ

.Ｔ

.を
購
入
し
て
ヘ
ッ
ジ
し
て
お
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
し
た
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操
作
以
外
に
も
「
社
内
手
形
ノ
利
廻
リ
ハ
六
分
乃
至
六
分
三
ハ
大
体
右
ノ
如
シ
結
局
何
レ
ニ
コ
ロ
ン
デ
モ
当
地
デ
定
期
預
金
ニ
入
レ
テ
年
三

分
位
ニ
廻
ス
ヨ
リ
ハ
先
ヅ
有
利
ナ
ル
ベ
シ
、
又
シ
ー
ズ
ン
中
ハ
之
ガ
利
用
方
ハ
先
ヅ
第
一
ニ
輸
出
前
貸
金
ニ
置
キ
換
フ
ル
事
ニ
シ
テ
銀
行
ヨ

リ
借
リ
ル
代
リ
ニ
之
ヲ
使
用
ス
レ
バ
言
フ

�モ
ナ
ク
六
分
五
厘
ニ
ハ
廻
ル
ベ
シ
（

�）」
と
し
て
い
る
。

レ
ザ
ー
ブ
は
商
社
に
と
っ
て
銀
行
で
為
替
取
組
み
が
難
し
い
商
売
を
行
う
際
に
は
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
シ
ド
ニ
ー
店
の
重
要
な

輸
入
商
品
で
あ
っ
た
麻
袋
の
場
合
に
つ
い
て
、
引
継
書
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
麻
袋
ノ
如
ク
商
内
ソ
ノ
モ
ノ
ガ
ス
ト
ッ
ク
主
義
ノ
モ
ノ
ニ
ア
リ
テ
ハ
Ａ
ノ
品
物
必
ズ
シ
モ
Ａ
ニ
渡
サ
レ
ズ
Ｂ
ノ
品
物
必
ズ
シ
モ
Ｂ
ニ
渡
サ
レ
ズ
常

ニ
振
替
テ
行
ク
モ
ノ
ヽ
如
キ
ニ
ア
ッ
テ
右
左
為
替
ヲ
極
メ
テ
居
タ
リ
ト
テ
ソ
レ
ガ
結
局
倫
敦
九
〇
日
デ
売
ッ
テ
ア
ル
口
ニ
渡
サ
ル
ヽ
カ
シ
ド
ニ
ー
磅

デ
売
ッ
テ
ア
ル
口
ニ
渡
サ
ル
ヽ
カ
訳
分
ラ
ズ
従
ッ
テ
受
渡
ノ
為
メ
ニ
約
定
ヲ
何
度
モ
直
サ
ヾ
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
時
ニ
ヨ
ッ
テ
ハ
倫
敦
払
ガ

シ
ド
ニ
ー
払
ニ
ナ
ル
ヤ
モ
知
ラ
ズ
シ
ド
ニ
ー
払
ガ
ロ
ン
ド
ン
払
ニ
ナ
ル
ヤ
モ
知
ラ
ズ
コ
ン
ナ
モ
ノ
ヲ
融
通
ノ
利
カ
ヌ
銀
行
ト
（
為
替
を

�引
用
者
）

左
右
ニ
極
メ
テ
居
テ
ハ
当
方
内
デ
ノ
振
替
ガ
到
底
面
倒
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
或
ル
時
ニ
ハ
取
消
或
ル
時
ニ
ハ
追
加
ト
ソ
ノ
煩
ハ
堪
ヘ
ザ
ル
ベ
シ

（

�）」

し
た
が
っ
て
「
麻
布
袋
ノ
商
内
モ
弗
々
増
加
シ
ツ
ヽ
ア
リ
旁
々
目
下
ノ
形
成
ト
シ
テ
ハ
輸
出

マ
マ

商
内
ヲ
銀
行
経
由
ト
シ
テ
居
テ
ハ
到
底
釣
合

ガ
取
ザ
ル
ニ
ヨ
リ
殆
ド
全
部
社
内
手
形
ト
シ
テ
平
均
ニ
努
メ
居
レ
リ
（

�）」
と
い
う
よ
う
に
内
部
で
為
替
操
作
を
行
わ
な
け
れ
ば
取
引
の
成
立
が

難
し
か
っ
た
。
は
じ
め
に
で
紹
介
し
た
一
九
二
〇
年
代
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
店
の
場
合
も
、
麻
布
・
袋
の
買
入
れ
が
同
店
の
金
融
力
を
左

右
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
く
レ
ザ
ー
ブ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
支
店
単
位
の
損
失
準
備
金
が
認
め
ら

れ
ず
金
融
操
作
が
不
可
能
な
三
菱
商
事
と
大
き
く
異
な
る
点
で
あ
り
、
両
社
の
金
融
力
の
差
と
し
て
留
意
さ
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら

独
自
の
資
金
を
ロ
ン
ド
ン
経
由
で
活
用
で
き
る
点
も
重
要
で
あ
っ
た
。
明
治
後
期
か
ら
大

正
期
に
か
け
て
の
三

井
物

産
の
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社
内
為
替
を
分
析
し
た
藤
田
幸
敏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
通
常
銀
行
が
引
き
受
け
る
荷
為
替
を
社
内
の
付
替
え
で
処
理
す
る
社
内
為
替
は
、
明

治
三
十
年
代
に
銀
行
が
リ
ス
ク
を
敬
遠
し
て
荷
為
替
の
買
取
り
を
躊
躇
し
た
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
、
や
が
て
社
内
で
広
く
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
点
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（

�）。
特
に
一
九
二
〇
年
代
で
は
為
替
資
金
の
問
題
以
上
に
世
界
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
介
し
て
付
替
え
が

行
え
る
点
が
重
要
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
と
え
ば
、
一
九
二
二
年
の
「
第
三
回
勘
定
掛
主
任
会
議
」
で
は
、
社
内
為
替
の
決
済
地
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

「
為
替
ノ

A
rb

itra
tio

n
ニ
就
ハ
テ
各
店
共
深
甚
ナ
ル
注
意
ト
研
究
ヲ
セ
ラ
レ
著
々
之
ガ
利
用
ノ
途
モ
講
セ
ラ
ル
ヽ
事
ハ
大
ニ
多
ト
ス
ル
所
ナ
リ
、

今
後
共
各
店
ニ
於
テ
益
々
之
ガ
利
用
ノ
方
法
ヲ
研
究
シ
、
為
替
取
極
メ
又
ハ
手
形
取
組
ニ
際
シ
テ
モ
必
ズ
シ
モ
其
店
所
在
地
ニ
於
テ
之
ヲ
行
フ
ノ
要

ナ
ク
、
常
ニ
各
店
ト
連
絡
ヲ
保
チ

A
rb

itra
tio

n
上
有
利
ナ
ル
地
ニ
テ
之
ヲ
取
組
ム
カ
或
ハ
間
接
為
替
ヲ
利
用
ス
ル
等
充
分
其
運
用
方
留
意
ア
リ
度

シ
、
目
下
会
計
課
ニ
テ
ハ
広
東
生
糸
為
替
ヲ
香
港
ニ
テ
取
組
ム
代
リ
東
京
ニ
テ
弗
為
替
ヲ
取
極
メ
、
東
京
ニ
テ
之
ヲ
取
組
ミ
其
他
在
支
各
店
ト
モ
同

様
ノ
手
続
ニ
テ
好
成
績
ヲ
挙
ゲ
居
レ
リ
（

�）」

豪
州
か
ら
の
羊
毛
輸
出
金
融
が
ロ
ン
ド
ン
店
を
介
し
て
ポ
ン
ド
で
決
済
さ
れ
る
の
と
同
様
、
中
国
生
糸
の
北
米
輸
出
に
際
し
て
は
香
港
で

は
な
く
、
東
京
を
介
し
て
ド
ル
為
替
が
取
り
組
ま
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
社
内
取
引
の
制
度
が
同
社
の
金
融
力
を
支
え
て
い
た
の

で
あ
る
（

	）。

（

1）
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
第
一
巻
、
九
〇
～
九
一
頁
。

（

2）
三
井
物
産
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
大
正
一
三
年
一
二
月
、
七
頁
（
Ｓ
Ｐ
二
〇
一
／
一
）。

（

3）
三
井
文
庫
『
三
井
事
業
史
』
本


第
三
巻
下
、
二
〇
〇
一
年
、
五
四
九
頁
。
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（

4）
日
本
経
営
史
研
究
所
『
稿
本
三
井
物
産
株
式
会
社
一
〇
〇
年
史
上
』
一
九
七
八
年
、
三
二
一
～
三
二
二
頁
。
た
と
え
ば
、
「
第
二
回
（
一
九

二
〇
年
）
勘
定
掛
主
任
会
議
」
に
お
い
て
田
村
實
調
査
課
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。「
…
各
店
ノ
準
備
金
ニ
就
テ
一
言
セ
ン
ト
ス
従

来
各
店
共

R
eserv

e
ハ
相
当
ニ
之
ヲ
有
シ
タ
ル
モ
決
算
ニ
ハ
現
ハ
サ
ヽ
ル
ヲ
常
ト
セ
リ
、
或
ハ
商
品
ノ
評
価
ヲ
低
減
シ
或
ハ
其
他
ノ
方
法
ヲ

採
リ
テ
明
瞭
ニ
帳
簿
ニ
現
ハ
ス
コ
ト
ナ
ク
シ
テ
決
算
ヲ
ナ
セ
ル
向
少
カ
ラ
ス
、
惟
フ
ニ
此
事
タ
ル
明
ニ

L
o
ss
ヲ
醸
ス
ヘ
キ
恐
ア
ル
モ
ノ
ニ
対

シ
テ
ハ
相
当
ノ
準
備
ヲ
ナ
シ
然
ラ
サ
ル
場
合
ニ
ハ
一
切
準
備
金
ヲ
置
ク
可
カ
ラ
サ
ル
当
社
規
則
ノ
成
文
ニ
基
ク
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
シ
、
各
店
ノ
立
場

ヨ
リ
セ
ハ
敢
テ
一
理
ナ
シ
ト
セ
サ
ル
モ
決
算
本
来
ノ
精
神
ヨ
リ
セ
ハ
之
レ
成
規
ニ
囚
ハ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
抑
々

R
eserv

e

ハ
原
則
ト
シ
テ
存
置
ス
可
カ
ラ
サ
ル
コ
ト
ヽ
ナ
リ
居
ル
モ
商
売
ノ
性
格
上
先
売
先
買
又
ハ
売
越
買
越
ヲ
常
ト
シ
市
場
ノ
高
低
ヲ

R
isk
ス
ル
非

レ
ハ
成
立
セ
サ
ル
商
売
ニ
従
事
ス
ル
者
ニ
ア
リ
テ
ハ
事
実
上
相
当
ノ
準
備
ヲ
有
セ
サ
レ
ハ
勇
敢
ニ
商
売
ノ
掛
外
シ
ヲ
為
シ
得
サ
ル
コ
ト
察
知
ス

ル
ニ
難
カ
ラ
サ
ル
ト
共
ニ
深
ク
同
情
ス
ル
処
ナ
リ
、
如
此
場
合
ニ
ハ
本
店
ノ
同
意
ヲ
得
テ
相
当
ノ

R
eserv

e
ヲ
有
ス
ル
コ
ト
ハ
敢
テ
支
障
ナ

キ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
寧
ロ
商
売
ノ
円
滑
ト
発
展
ト
ニ
資
ス
ル
所
少
カ
ラ
サ
ル
可
キ
事
信
シ
テ
疑
ハ
サ
ル
ナ
リ
、
又
之
等
ノ
事
情
ハ
取
締
役
ニ
於
テ
モ

充
分
ニ
考
慮
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
考
フ
ル
ヲ
以
テ

L
o
ss
引
当
ノ

R
eserv

e
以
外
ニ
市
場
ノ
変
動
ニ
処
ス
ル

R
eserv

e
モ
亦
必
要
ノ
程
度
ニ
於
テ

本
店
ノ
許
可
ノ
下
ニ
保
有
セ
ラ
ル
ヽ
コ
ト
ヽ
シ
度
シ
、
要
ハ
本
店
ノ
同
意
ナ
ク
支
店
ノ
ミ
ニ
テ
前
記
ノ

R
eserv

e
ヲ
保
有
ス
ル
ハ
明
ニ
成
文

ノ
禁
ス
ル
処
ナ
ル
モ
本
店
ノ
許
可
ヲ
得
ソ
ノ
諒
解
ノ
下
ニ
適
宜

R
eserv

e
ヲ
有
ス
ル
ハ
敢
テ
支
障
ナ
カ
ル
可
キ
コ
ト
ヽ
信
ス
ル
ナ
リ
」（
八
頁
）

（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
）。

（

5）
例
え
ば
、
一
九
二
二
年
に
開
催
さ
れ
た
「
第
三
回
（
一
九
二
二
年
）
勘
定
掛
主
任
会
議
議
事
録
」
で
は
「
元
来
準
備
金
ハ
本
来
ノ
性
質
上
本

店
ニ
於
テ
積
立
テ
各
店
個
々
ニ
存
置
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
非
ラ
ズ
故
ニ
現
存
準
備
金
モ
原
則
ト
シ
テ
本
店
ニ
取
纏
ム
方
針
ナ
リ
シ
モ
偶
々
戦
後
財
界

ノ
変
動
ニ
際
会
セ
ル
為
メ
各
店
応
急
ノ
事
情
ヲ
参
酌
シ
一
時
支
店
内
ノ
保
留
ヲ
黙
認
セ
ル
ニ

不
過
、
従
テ
各
店
普
通
商
務
遂
行
上
必
要
ナ
ル
準

備
金
ハ

勿
論

差
支
ナ
キ
モ
之
以
上
ノ
分
ハ
向
後

出
来
得
ル

限
リ
本
店
ニ

綜
合

統
一
シ
度
キ

希
望
ナ
リ
」
（
一

五
～
一

六
頁
）
と

述
べ

ら
れ
て
い

る
（
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
国
立
公
文
書
館
所
蔵
資
料
、
Ｅ
一
〇
九
／
Ｃ
三
三
九
）。

（

6）
同
右
、
四
四
頁
。

（

7）
正

確
に
は
、
本
店
と
は
円

貨
貸

借
限
度
（

五
〇

万
円
）
、
ロ
ン

ド
ン
と
は

英
貨

貸
借

限
度
（
一

万
ポ
ン

ド
）
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
う

ち
本
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支
店
貸
借
限
度
は
一
九
二
六
年
に
三
〇
万
円
に
減
じ
ら
れ
た
と
し
て
い
る
が
（
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
一
九
二
八
、
一
〇
七
頁
）、

原
典
資
料
に
は
五
〇
万
円
と
表
記
さ
れ
て
い
る
（
二
七
三
頁
）。

（

8）
同
右
、
一
〇
九
頁
。

（

9）
同
右
、
二
七
四
頁
。

（

10）
同
右
、
二
八
二
～
二
八
三
頁
。

（

11）
同
右
、
第
二
巻
、
四
六
一
～
四
六
二
頁
。

（

12）
同
右
、
第
二
巻
、
三
五
一
～
三
五
二
頁

（

13）
藤
田
前
掲
論
文
、
一
五
八
、
一
七
三
～
一
七
五
頁
。

（

14）
前
掲
「
第
三
回
勘
定
掛
主
任
会
議
議
事
録
」
一
九
二
二
年
、
二
七
頁
。

（

15）
シ
ア
ト
ル
店
の
為
替
を
分
析
し
た
上
山
前
掲
書
に
よ
れ
ば
、
同
店
で
は
一
九
二
〇
年
代
末
か
ら
社
内
手
形
の
取
組
み
が
本
格
化
し
、
為
替
取

組
み
に
占
め
る
比
重
が
五
割
を
超
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
一
九
三
七
年
の
為
替
管
理
法
強
化
に
よ
っ
て
、
消
滅
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
（
二
〇
七
頁
）。

三
商
社
独
自
の
為
替
機
能
の
後
退

金
融
恐
慌
後
に
か
け
て
、
日
豪
貿
易
金
融
で
は
商
社
独
自
の
為
替
機
能
を
後
退
さ
せ
る
方
向
で
二
つ
の
変
化
が
み
ら
れ
た
。
第
一
は
一
部

毛
織
物
会
社
の
金
融
力
の
向
上
で
あ
り
、
第
二
は
、
金
融
恐
慌
後
の
日
豪
貿
易
金
融
に
お
け
る
財
閥
系
金
融
機
関
の
躍
進
で
あ
る
。

ま
ず
は
第
一
の
点
か
ら
検
討
し
よ
う
。
関
東
大
震
災
後
の
復
興
期
以
降
、
羊
毛
工
業
会
社
は
供
給
過
剰
状
態
に
あ
っ
た
が
、
金
融
恐
慌
を

契
機
に
羊
毛
工
業
会
社
の
整
理
・
破
綻
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
に
よ
っ
て
長
期
の
信
用
を
与
え
て
い
た
輸
入
商
社
は
羊
毛
代
金
回
収
難
に
よ
っ
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て
大
き
な
打
撃
を
こ
う
む
る
こ
と
と
な
っ
た
（
１
）。
そ
の
結
果
、
横
浜
正
金
銀
行
の
勧
告
に
基
づ
い
て
、
輸
入
商
六
社
（
兼
松
、
三
井
、
三
菱
、

日
本
綿
花
、
大
倉
、
高
島
屋
飯
田
）
は
一
九
二
九
年
に
日
本
内
地
の
毛
織
物
会
社
と
の
間
に
「
羊
毛
取
引
ニ
関
ス
ル
協
定
書
」
を
結
ぶ
に
い

た
っ
た
。
同
協
定
に
よ
っ
て
、
羊
毛
の
委
託
買
付
と
同
時
に
、
買
主
ま
た
は
委
託
者
は
そ
の
代
金
に
対
し
、
確
実
な
銀
行
の

C
o
n
firm

ed

&
irrev

o
ca
b
le
信
用
状
ま
た
は
そ
の
支
払
い
保
証
を
輸
入
商
六
社
に
差
し
入
れ
る
か
、
二
割
以
上
の
保
証
金
・
銀
行
保
証
・
ま
た
は
担
保

物
件
を
差
し
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
さ
ら
に
翌
年
に
は
輸
入
商
六
社
に
よ
る
日
本
羊
毛
輸
入
同
業
会
が
組
織
さ
れ
、
以
後
は
自

己
の
買
付
輸
入
の
場
合
の
ほ
か
は
、
信
用
状
か
保
証
金
の
提
供
の
な
い
原
毛
買
付
を
行
わ
な
い
こ
と
を
協
定
す
る
と
と
も
に
輸
入
手
数
料
に

つ
い
て
一
・
五
～
二
・
〇
％
を
一
・
二
五
％
へ
と
引
き
下
げ
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
（
２
）。

こ
う
し
た
取
引
条
件
の
変
更
の
背
景
に
は
日
本
毛
織
な
ど
一
部
毛
織
物
会
社
の
金
融
力
の
向
上
が
あ
っ
た
。
兼
松
商
店
の
内
部
資
料
で
は

日
本
毛
織
が
そ
れ
ま
で
商
社
が
行
っ
て
い
た
為
替
取
組
み
を
自
ら
行
う
こ
と
で
利
益
の
増
大
を
図
ろ
う
と
し
て
失
敗
し
た
様
子
を
次
の
通
り

説
明
し
て
い
る
。

「
日
毛
ハ
羊
毛
Ｌ
／
Ｃ
自
結
実
施
以
来
、
為
替
操
作
ハ
昨
秋
（
一
九
三
〇
年

�引
用
者
）
以
後
買
次
商
ノ
手
ヲ
煩
ワ
ス
事
無
ク
塚
脇
常
務
自
ラ
陣
頭

ニ
立
チ
神
戸
正
金
西
山
支
店
長
ト
直
接
交
渉
ス
ル
事
ト
ナ
リ
、
商
店
ハ
日
毛
ノ
無
理
難
題
ノ
仲
介
ヨ
リ
免
レ
タ
ル
ノ
感
ア
リ
シ
ガ
、
本
年
一
月
（
一

九
三
一
年
）
早
々
昨
年
一
〇
月
日
毛
ガ
神
戸
正
金
ヲ
介
シ
テ
取
リ
極
メ
タ
ル

S
y
d
n
ey

o
n

J
a
p
a
n
＠

2/
1
�

20
万
￡
ノ
先
渡
物
為
替
約
定
ガ
甚

ダ
不
利
ト
ナ
リ
タ
ル
結
果
受
渡
期
ヲ
三
月
末

�延
期
受
渡
方
ヲ
商
店
ニ
要
請
ス
ル
ニ
至
リ
タ
ル
ガ
、
此
契
約
ハ
日
ノ
進
ム
ニ
ツ
レ
更
ニ
損
失
加

重
ス

ル
ニ

及
ビ

再
ビ
本
年
末

�sp
rea

d
ノ
要

求
ニ
変

ジ
日
毛
ノ
横

暴
ニ

憤
慨
ス
ル

清
瀬
正
金
シ

ド
ニ

ー
支
店
長
ト

応
醸
ス
ル

濠
社
書

面
ノ

苦
心

モ
通
信

記
録
ニ

仄
見
ユ
ル
所
、
サ
ル
ニ
テ
モ
此
問
題
ノ
契
約
ガ
何
時
如
何
ニ
決
済
セ
ラ
レ
タ
ル
カ
濠
社
（
濠
州
兼
松

�引
用
者
）
ハ
当
時
詳
ニ
セ
ザ
リ
シ

モ
、

一
九
三
一
年
間

総
平

均
相
場
ガ
約

�ナ
リ
シ
ヲ

知
リ
二
〇
万
￡
一
年

前 マ
マ

二
割
以
上
ノ

損
失
ハ
免
レ

ザ
リ
シ
ナ
ル

ベ
ク
、
物

識
リ
ノ
日
毛
ニ
ト
リ
テ
ハ

大
ナ
ル
見
込
違
イ
ト
謂
ウ
ベ
シ
（

３
）」
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ロ
ン
ド
ン
廻
し
の
ポ
ン
ド
決
済
の
場
合
、
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
手
形
満
期
日
に
電
信
送
金
な
ど
の
方
法
で
決
済
す
る
た
め
、
ロ
ン
ド
ン
向

け
の
為
替
相
場
を
手
形
期
日
ま
で
に
思
惑
で
き
る
余
地
が
あ
っ
た
（
４
）。
引
用
文
で
は
日
本
毛
織
が
一
九
三
〇
年
以
降
、
商
社
の
手
を
介
さ
ず
直

接
、
正
金
銀
行
と
交
渉
し
て
為
替
操
作
を
行
っ
た
が
相
場
を
見
誤
っ
た
と
し
て
い
る
。
戦
間
期
に
は
日
本
毛
織
の
交
渉
力
が
高
ま
っ
て
お
り

輸
入
商
は
商
権
獲
得
の
た
め
に
営
業
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
た
び
た
び
厳
し
い
要
求
を
突
き
付
け
ら
れ
て
い
た
。
兼
松
は
日
本

毛
織
の
無
理
難
題
の
仲
介
か
ら
免
れ
た
こ
と
を
安

�し
つ
つ
、
代
わ
っ
て
交
渉
の
担
当
者
と
な
っ
た
正
金
シ
ド
ニ
ー
支
店
長
が
日
本
毛
織
の

「
横
暴
ニ
憤
慨
」
し
て
い
る
様
子
が
「
通
信
記
録
ニ
仄
見
ユ
ル
」
と
し
て
い
る
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
独
自
の
為
替
取
引
は
商
社
独
自
の
金
融

機
能
を
後
退
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

第
二
の
金
融
恐
慌
後
の
変
化
と
し
て
日
豪
貿
易
金
融
を
め
ぐ
る
銀
行
間
競
争
の
展
開
が
挙
げ
ら
れ
る
。

三
井
物
産
で
は
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
以
降
に
な
る
と
日
豪
貿
易
の
決
済
の
手
段
と
し
て
新
た
に
三
井
銀
行
を
介
し
た
電
信
為
替
送
金
が

開
始
さ
れ
、
羊
毛
為
替
で
は
、
判
明
す
る
一
九
二
八
年
一
〇
月
時
点
で
は
日
本
毛
織
を
除
き
営
業
部
扱
分
も
大
阪
支
店
扱
分
も
ほ
ぼ
三
井
銀

行
電
信
為
替
を
利
用
し
た
取
引
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
三
井
物
産
シ
ド
ニ
ー
支
店
に
お
い
て
羊
毛
支
払
の
必
要
が
生
じ
た
際
、
三
井
物
産
内
地
店
へ
電
送
で

指
図
し
、
連
絡
を
受
け
た
内
地
店
は
即
時
、
三
井
銀
行
へ
通
知
す
る
。
通
知
を
受
け
た
内
地
三
井
銀
行
は
ロ
ン
ド
ン
三
井
銀
行
か
ら
三
井
物

産
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
通
じ
て
三
井
物
産
シ
ド
ニ
ー
店
に
電
送
の
手
続
き
を
取
る
。
そ
の
後
、
シ
ド
ニ
ー
店
は
積
み
出
し
に
あ
た
っ
て
送
金
額

を
連
絡
す
る
。
そ
の
際
、
豪
英
為
替
相
場
よ
り
も

�％
有
利
な
率
を
計
算
し
て
算
出
し
て
イ
ン
ボ
イ
ス
を
作
成
す
る
。
内
地
店
は
イ
ン
ボ
イ

ス
か
ら
一
二
八
日
自
払
い
手
形
を
作
成
し
て
三
井
銀
行
へ
差
出
し
、
銀
行
は
手
形
提
出
と
同
時
に
三
井
物
産
輸
出
前
貸
し
を
行
う
。
こ
の
手

続
き
で
は
英
豪
為
替
に
お
い
て
原
則
と
し
て

�％
有
利
に
な
る
ほ
か
、
シ
ド
ニ
ー
支
店
で
手
形
を
振
り
出
さ
な
い
た
め
、
同
地
組
合
銀
行
規
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約
に
よ
る
拘
束
を
受
け
ず
、
結
果
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
店
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
店
に
お
け
る
印
紙
税
が
節
約
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
（
５
）。

こ
う
し
た
新
た
な
手
法
は
三
井
物
産
の
取
引
の
優
位
性
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
ロ
ン
ド
ン
支
店
を
介
し
た
三
井
銀
行
か

ら
の
実
質
的
な
前
貸
し
に
よ
る
電
信
為
替
送
金
と
い
う
手
法
は
、
金
融
恐
慌
後
の
時
期
に
な
る
と
三
菱
商
事
で
も
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
八
年
一
〇
月
に
は
三
菱
商
事
と
三
菱
銀
行
の
間
で
も
次
の
方
法
が
採
用
さ
れ
た
。

「
一
、（
三
菱
商
事
）
倫
敦
支
店
は
雑
貨
部
又
は
（
三
菱
商
事
）
大
阪
支
店
よ
り
信
用
状
開
設
の
請
求
在
り
次
第
、
三
菱
銀
行
倫
敦
支
店
に
之
を
通
じ
、

銀
行
支
店
は

C
o
m
m
o
n
w
ea
lth

B
a
n
k

o
f
A
u
stra

lia
に
対
し
て
商
事
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
為
に
信
用
状
開
設
を
申
し
込
む
（
輸
出
前
借
条
件

付
）

一
、
シ
ド
ニ
ー
支
店
は
羊
毛
を
日
本
向
積
出
す
に
当
り
三
菱
銀
行
倫
敦
支
店
宛
一
覧
払
手
形
を
振
出
し
、
豪
州
銀
行
は
之
を
買
取
る
、
船
積
書
類
は

直
接
日
本
の
豪
銀
代
理
店
に
送
付
さ
れ
、
商
事
は
ト
ラ
ス
ト
・
レ
シ
ー
ト
に
よ
り
之
を
引
取
る

一
、
一
覧
手
形
は
豪
銀
倫
敦
支
店
よ
り
菱
銀
倫
敦
支
店
に
呈
示
さ
れ
、
後
者
は
之
を
支
払
ひ
、
手
形
替
り
金
は
菱
銀
よ
り
商
事
倫
敦
支
店
に
対
す
る

九
〇
日
間
の
貸
金
と
な
る

一
、
九
〇
日
後
に
内
地
の
商
事
は
毛
織
会
社
よ
り
入
金
の
羊
毛
代
金
を
以
て
倫
敦
支
店
へ
右
銀
行
借
入
金
及
利
息
（
当
時
六
・
五
％
）
を
送
金
し
来

り
、
支
店
は
菱
銀
支
店
と
決
済
を
了
す

（
６
）」

三
菱
商
事
の
説
明
に
よ
れ
ば
「
此
方
法
に
よ
る
差
益
は
常
に
一
％
以
上
二
％
位
に
及
び
、
且
つ
一
覧
払
手
形
取
組
に
よ
る
豪
州
及
英
国
の

印
紙
税
も
節
約
せ
ら
れ
、
其
上
日
英
金
利
の
利

�も
あ
っ
た
、
従
っ
て
各
毛
織
会
社
及
輸
入
商
と
も
之
に
倣
ひ
、
結
局
正
金
銀
行
も
倫
敦
廻

し
信
用
状
を
発
行
す
る
よ
う
に
な
り
、
我
社
も
の
ち
に
は
正
金
の
信
用
状
を
使
用
し
た
（
７
）」
と
さ
れ
る
。
金
融

�迫
期
に
展
開
さ
れ
た
ロ
ン
ド

ン
廻
し
荷
為
替
と
同
様
、
一
九
二
五
年
に
三
井
物
産
で
採
用
さ
れ
た
こ
の
新
た
な
決
済
方
法
も
短
期
間
に
三
菱
商
事
に
よ
る
模
倣
が
行
わ
れ
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た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
展
開
は
、
金
融
恐
慌
後
に
資
金
量
を
増
し
た
財
閥
系
金
融

機
関
と
日
豪
円
為
替
を
独
占
し
て
い
た
横
浜
正
金
銀
行
と
の
競
争
関
係

を
反
映
し
て
い
た
。
三
井
物
産
で
は
、
日
豪
貿
易
金
融
に
お
い
て
三
井

銀
行
取
引
が
支
配
的
な
っ
た
理
由
と
し
て
一
九
二
八
年
の
引
継
書
で
は

「
金
融
恐
慌
ニ
臨
ミ
資
金
ガ
一
流
銀
行
ニ
集
中
シ
テ
同
行
（
三
井
銀
行
）

ニ
少
ナ
カ
ラ
ザ
ル
余
裕
ヲ
生
ジ
タ
ル
ガ
為
メ
」
と
説
明
し
て
い
る
（
８
）。
実

際
、
横
浜
正
金
は
一
九
二
八
年
の
状
況
に
つ
い
て
「
シ
ド
ニ
ー
支
店
に

お
け
る
当
年
資
金
の
調
達
は
容
易
と
な
っ
た
の
で
、
同
店
は
で
き
る
だ

け
ロ
ン
ド
ン
向
け
英
貨
手
形
を
買
取
ろ
う
と
し
た
が
、
な
か
な
か
思
う

よ
う
に
行
か
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
三
井
物
産
は
自
力
で
金
融
し
、

ほ
と
ん
ど
羊
毛
為
替
を
売
り
出
さ
ず
、
他
の
邦
商
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

銀
行
と
の
縁
故
が
あ
っ
て
、
正
金
発
行
信
用
状
の
う
ち
三
〇
％
見
当
が

現
地
系
諸
行
扱
い
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
（
９
）。

当
該
期
の
横
浜
正
金
の
為
替
取
組
状
況
に
つ
い
て
、
高
村
は
欧
米
課

「
欧
米
課
留
置
メ
モ
」
と
い
う
内
部
資
料
を
用
い
て
分
析
し
て
い
る
。

同
研
究
に
よ
れ
ば
、
一
九
二
八
年
下
期
・
二
九
年
上
期
の
日
本
商
社
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
羊
毛
買
付
は
約
三
五
万
俵
で
為
替
は
九
〇
日
払
い
ポ

両大戦間期日豪貿易商社の金融力（大島）

223

第3表 オーストラリア羊毛D.C.号信用状の実情（1929年8月15日）

商社名

90日払、表面手数料3/8％の実際条件

実 情正金
支店

手形
発行

手形
他行

ロ ン ド ン
向決済資金

兼松 神戸 1/4 1/4 本行経由ノコト すべて本行で信用状

日綿 大阪 3/8 3/8 自由ノコト すべて本行で信用状

岩井 大阪 1/4 3/8 本行経由ノコト すべて本行で信用状

飯田
大阪 1/4 3/8 本行経由ノコト

すべて本行で信用状
東京 � 1/4 本行経由ノコト

三菱 東京 � 1/4 本行経由ノコト

半分弱本行信用状、半分強三菱銀行信用

状でCommonwelthBankofAustralia

など

大倉 東京 � 3/8 本行経由ノコト
半分以上三菱とCityBank信用状でオ

ーストラリアの銀行

物産 東京 実際ハ殆ド申込ナシ
一部自家、一部三井銀行信用状でオース

トラリアの銀行

［出典］ 高村直助「シドニー支店の羊毛貿易金融」山口和雄・加藤俊彦『両大戦間期の横浜正金銀行』

日本経営史研究所、1988年、261頁より再掲（原典は欧米課「欧米課留置メモ」第一）



ン
ド
手
形
が
普
通
で
あ
る
が
、
三
五
万
俵
の
う
ち
正
金
の
為
替
は
四
五
％
で
あ
り
、
三
井
物
産
は
殆
ど
信
用
状
を
依
頼
せ
ず
、
一
部
自
家
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
、
一
部
は
三
井
銀
行
信
用
状
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
銀
行
を
利
用
し
て
お
り
、
三
菱
商
事
は
半
分
強
が
三
菱
銀
行
信
用
状
で
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
銀
行
な
ど
を
利
用
し
、
大
倉
商
事
も
半
分
以
上
は
三
菱
銀
行
・
シ
テ
ィ
銀
行
信
用
状
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
銀
行
を
利

用
し
て
い
る
と
し
て
、
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
横
浜
正
金
の
シ
ェ
ア
の
低
下
を
指
摘
し
て
い
る
（

�）。

高
村
が
示
し
た
第

3表
に
よ
れ
ば
、
横
浜
正
金
銀
行
が
当
時
建
前
と
し
て
い
た
信
用
状
発
行
手
数
料

�％
と
い
う
比
率
は
、
三
井
物
産
や

三
菱
商
事
が
利
用
す
る
三
井
銀
行
、
三
菱
銀
行
の

�％
に
対
抗
す
る
た
め
割
引
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
特
に
兼
松
商
店
の
み
は
手
形
他

行
で
も

�％
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
当
時
、
横
浜
正
金
は
シ
ェ
ア
の
低
下
に
対
す
る

�回
策
と
し
て
、
兼
松
商
店
へ
の
交
渉

を
積
極
化
し
て
い
た
。
兼
松
商
店
史
料
は
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
正
金
シ
ド
ニ
ー
支
店
ノ

S
y
d
n
ey

o
n

J
a
p
a
n

S
terlin

g
B
ill
ノ
試
ミ
ト
当
店
（
兼
松
）
ノ
特
約

清
瀬
新
支
店
長
着
任
早
々
、
正
金

S
y
d
n
ey
支
店
ニ
於
テ
ハ
其
豫
テ
ノ
日
本
向
ケ
円
為
替
率
ノ
不
評
ニ
鑑
ミ
（
且
ツ
其
手
持
資
金
活
用
消
化
ノ
考

モ
加
ワ
リ
タ
ル
モ
ノ
ノ
如
ク
）
新
年
初
頭
向
英
貨
為
替
ノ
試
ミ
ト
シ
テ
第
一
案

C
red

it
fee
ハ
従
来
通
リ
ト
シ
、
同
地
組
合
銀
行
対
英
為
替
買
取

協
定
率
ヲ
以
テ
、
又

第
二
案
、

C
red

it
fee
無
料
ト
シ
、
対
英
為
替
買
取
協
定
率

P
lu
s
�

％
ニ
テ
、
日
本
向
ケ
英
貨
表
示
荷
為
替
ヲ
、
何
レ
モ

満
期
日
ニ
ハ
日
本
ニ
於
テ
倫
敦
宛
テ
電
信
送
金
率
ニ
テ
決
済
ス
ル
コ
ト
ト
シ
、
両
案
何
レ
ニ
テ
モ
当
方
ノ
選
択
ニ
任
セ
、
差
シ
詰
メ
一
五
万
￡
買
取

リ
ノ
用
意
ア
リ
ト
シ
、
従
来
ノ
特
殊
関
係
上
、
之
レ
ヲ
我
豪
社
ヘ

o
ffer
シ
来
リ
タ
ル
旨
来
電
ニ
ツ
キ
本
店
ニ
テ
ハ
、
一
、
従
来
ノ
倫
敦
廻
シ
取
組

ナ
ラ
バ
期
日
決
済
ニ
際
シ
、
神
戸
為
替
銀
行
売
相
場
区
々
ナ
ル
場
合
ニ
、
他
行
経
由
送
金
ノ
余
地
無
シ
ト
セ
ザ
ル
ニ
対
シ
、
此
新
提
案
ニ
ヨ
レ
バ
、

全
然
其

道
ヲ

塞
ガ
ル
ル
ノ

弱
点
ア
リ
ト

雖
モ
、
之
ハ
建
相
場
ニ

拘
ラ

ズ
、

b
est

ra
te

供
与
方
正
金
神
戸
支
店
ノ

黙
契
ニ
信
頼
ス
ル
事
ト
セ
バ

二
、

松
島
時
代
ノ
円
為
替
ニ
テ
ハ

R
ed

C
la
u
se
ニ

ヨ
ル
資
金
前

貸
シ
ニ
際
シ
、
一
々
為
替
相
場
約
定
ヲ
強
イ
ラ
ル
ル
ニ
対
シ
、

此
新
案
ニ
従

エ
バ

全
然

其
必

要
無
キ
点

三
、
前

貸
条

件
付
キ

D
.
C
.
C
red

it
発
行
ニ
ハ
一
〇
〇
％
ノ

担
保
ヲ

必
要
ト
ス
ル
ニ
対
シ

C
fo
rm

In
stru

ctio
n
ナ
ラ
バ
、
同
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条
件
ニ
付
キ
テ
モ
三
〇
％
ノ
担
保
ニ
テ
事
足
ル
点
等
考
慮
シ
新
提
案
ニ
協
力
其
成
立
ヲ
図
ル
方
針
ノ
下
ニ
、
同
行
神
戸
支
店
ノ
協
力
援
助
ヲ
得
テ
、

シ
ド
ニ
ー
神
戸
間
ト
、
シ
ド
ニ
ー
倫
敦
間
ト
ノ
郵
便
日
数
ノ
差
ヲ
理
由
ト
シ
（
実
ハ
之
ヲ
若
干
拡
大
立
論
シ
テ
）
、
期
日
決
済
上
、
不
取
敢
一
二
日

間
ノ

G
ra

ce
ヲ
与
ヘ
ラ
ル
ル
コ
ト
ニ
、
シ
ド
ニ
ー
正
金
ノ
諒
解
ヲ
得
、
前
文
第
一
案
ニ
テ
速
カ
ニ
此

o
ffer
ヲ
消
化
シ
タ
ル
ガ
、
其
期
間
ノ
利
子
ヲ

精
々
当
店
ノ
取
得
ト
ス
ル
為
メ
、
此

1
2
d
a
y
s
G
ra

ce
ヲ
当
店
ニ
限
ル
モ
ノ
ト
ス
ル
コ
ト
ハ
一
時
形
勢
困
難
ト
見
エ
シ
モ
間
モ
無
ク
此
試
ミ
ガ
本
格

化
ス
ル
ト
共
ニ
他
日
変
更
ノ
止
ム
ヲ
得
ザ
ル
ニ
至
ル

�、
12

d
a
y
s
G
ra

ce
ハ
シ
ド
ニ
ー
正
金
ト
兼
松
ト
ノ
間
ニ
限
ラ
ル
ル
特
約
タ
ル
コ
ト
ノ
諒
解

カ
ク
リ
ツ
シ
タ
ル
ハ
倖
ナ
リ

（

�）」

こ
の
時
期
、
為
替
取
組
み
を
め
ぐ
る
商
社
間
の
競
争
は
各
社
が
利
用
す
る
横
浜
正
金
銀
行
、
三
井
銀
行
、
三
菱
銀
行
間
の
競
争
関
係
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

横
浜
正
金
内
部
資
料
で
指
摘
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
代
後
半
に
お
け
る
三
井
物
産
の
為
替
取
組
の
状
況
に
つ
い
て
、
三
井
物
産
の
内
部
資
料

の
側
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
（
第

4表
）。

羊
毛
金
融
以
外
も
含
め
た
輸
出
為
替
で
は
、
現
地
銀
行
で
緊
密
な
関
係
に
あ
る
Ｂ
Ｏ
Ａ
を
中
心
に
ポ
ン
ド
荷
為
替
が
三
割
で
、
五
割
は
ロ

ン
ド
ン
を
経
由
す
る
三
井
銀
行
と
本
店
会
計
課
か
ら
の
電
信
為
替
に
よ
っ
て
決
済
さ
れ
、
残
る
一
割
が
社
内
為
替
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
豪
州
の
輸
入
為
替
は
九
五
％
が
社
内
為
替
で
あ
っ
た
。
先
の
高
村
論
文
の
指
摘
の
通
り
日
豪
円
為
替
を
独
占
的
に
扱
い
う
る
立

場
に
あ
っ
た
横
浜
正
金
銀
行
扱
い
は
輸
入
荷
為
替
の
ご
く
一
部
の
み
で
ほ
と
ん
ど
取
引
が
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

（

1）
高
村
前
掲
論
文
、
二
五
七
頁
。

（

2）
日
本
毛
織
前
掲
書
、
二
四
六
頁
。

（

3）
「
日
、
濠
、
英
間
為
替
相
場
及
日
濠
両
者
資
金
ノ

異
動
等
々
」（『

続
兼
松
商
店
史
料
』
第
三
編
、
昭
和
五
・
六
年
）
二
三
三
頁
。
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（

4）
日
本
毛
織
前
掲
書
、
二
四
五
～
二
四
六
頁
。

（

5）
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
一
九
二
八
年
、
二
〇
五
～
二
一
四
頁
。

（

6）
前
掲
『
立
業
貿
易
録
』
七
一
六
頁
、
三
菱
商
事
の
三
菱
銀
行
を
利
用
し
た
決
済
に
つ
い
て
は
、
高
村
前
掲
論
文
、
二
五
八
頁
、
市
川
大
祐

「
三
菱
商
事
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
支
店
の
活
動
に
つ
い
て

�羊
毛
取
引
を
中
心
に

�」『
三
菱
史
料
館
論
集
』
第
一
一
号
、
二
〇
一
〇
年
、
二
二

八
～
二
二
九
頁
で
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
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第4表 三井物産為替取組高
（1927年上期：1926年11月1日～1927年4月30日）

�輸出�

社
外
為
替

ロンドン向け荷為替 金 額 構成比

BankofAustralasia ￡432,060.00

CommercialBankingCo.ofSydney ￡111,525.00

CommonWealthBank ￡90,275.00

小計（￡） ￡633,860.00 33％

日本向円為替（円） 157,426 8％

三井銀行又は会計課借入金T.T.内訳（円）

BankofAustralasia 441,132

A.B.C. 150,589

CommercialBankingCo.ofSydney 333,780

BKofN.F.W. 10,000

小計（円） 935,501 48％

社外為替合計（円） 1,726,787

社
内
為
替

社内為替 148,092

社内T.T.振替 54,400

社内為替合計（円） 202,492 10％

総計（円） 1,929,279 100％

�輸入�

社
外
為
替

正金銀行経由荷為替 10,091

香上銀行経由荷為替 130

社外為替合計（円） 10,221 5％

社
内
為
替

倫敦にて荷為替引受高 198,863

社内為替当地引受高 16,261

社内為替合計（円） 215,124 95％

総計（円） 225,345 100％

［出典］「三井物産斯土寧支店考課状」より作成。



（

7）
同
右
、
七
一
六
頁
。

（
8）

前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
一
九
二
八
年
、
二
〇
六
頁
。
ち
な
み
に
三
井
物
産
の
場
合
、
一
九
二
六
～
二
七
年
の
銀
行
借
入
金
利

息
は
六
・
五
％
、
二
七
～
二
八
年
は
六
％
と
さ
れ
（「
引
継
書
」
一
九
二
八
、
二
〇
八
頁
）、
三
菱
商
事
が
二
八
年
に
開
始
し
た
時
の
金
利
は
六
・

五
％
（
『
立
業
貿
易
録
』
七
一
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
た
。

（

9）
『
横
浜
正
金
銀
行
全
史
』
第
三
巻
、
一
九
八
一
年
、
二
八
九
頁
。

（

10）
高
村
前
掲
論
文
、
二
五
九
～
二
六
一
頁
。

（

11）
『
続
兼
松
商
店
史
料
』
第
二
編
（
一
九
二
七
～
一
九
二
九
年
）
九
〇
～
九
二
頁
。

四
金
融
力
の
源
泉

�財
務
に
関
す
る
人
的
資
源
の
蓄
積

以
上
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
日
豪
貿
易
を
め
ぐ
る
激
し
い
競
争
関
係
の
中
で
、
三
井
物
産
は
他
社
に
先
駆
け
て
新

た
な
決
済
手
段
を
開
拓
し
競
争
力
を
得
た
が
、
短
期
間
に
他
社
も
同
様
の
手
法
を
開
始
し
た
た
め
そ
の
優
位
性
は
長
く
続
か
な
か
っ
た
。
ロ

ン
ド
ン
廻
し
で
荷
為
替
を
組
む
こ
と
の
有
利
性
に
気
付
い
た
三
井
物
産
で
は
一
九
一
〇
年
代
か
ら
そ
れ
ら
取
り
組
み
を
開
始
し
て
お
り
、
一

九
二
二
年
の
金
融

�迫
期
に
は
そ
れ
が
同
社
の
営
業
上
の
競
争
力
を
大
幅
に
高
め
た
。
し
か
し
、
三
年
後
の
一
九
二
五
年
十
月
に
は
三
菱
商

事
で
も
ロ
ン
ド
ン
廻
し
荷
為
替
が
開
始
さ
れ
「
の
ち
に
は
各
輸
入
業
者
と
も
倫
敦
廻
し
信
用
状
を
開
設
（
１
）」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

三
菱
商
事
が
ロ
ン
ド
ン
廻
し
荷
為
替
を
開
始
し
た
一
九
二
五
年
に
は
三
井
物
産
は
新
た
に
三
井
銀
行
を
活
用
し
た
電
信
為
替
決
済
と
い
う
新

た
な
手
段
を
開
拓
し
て
競
争
力
を
保
持
し
た
。
し
か
し
、
三
菱
商
事
も
そ
の
三
年
後
に
は
三
菱
銀
行
を
活
用
し
た
同
様
の
手
法
を
採
用
す
る
。

結
局
、
持
続
的
な
競
争
力
を
維
持
す
る
た
め
に
は
レ
ザ
ー
ブ
を
活
用
し
た
金
融
操
作
の
よ
う
な
模
倣
さ
れ
に
く
い
優
位
性
を
確
立
す
る
か
、

両大戦間期日豪貿易商社の金融力（大島）

227



他
社
の
模
倣
後
に
更
な
る
手
法
を
開
拓
す
る
か
の
い
ず
れ

か
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
で
は
、
な
ぜ
三
井
物

産
は
他
社
に
先
立
っ
て
新
た
な
手
段
を
開
拓
し
続
け
る
こ

と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
以
下
で

は
、
一
九
二
〇
年
代
に
蓄
積
さ
れ
た
社
内
の
財
務
的
な
人

的
資
源
に
注
目
し
た
い
。

前
述
の
よ
う
に
ロ
ン
ド
ン
廻
し
の
荷
為
替
が
三
菱
商
事

で
も
開
始
さ
れ
た
一
九
二
五
年
に
は
、
三
井
物
産
は
三
井

銀
行
を
活
用
し
た
電
信
為
替
を
開
始
し
た
。
こ
の
方
法
は

社
内
で
「
羊
毛
金
融
ニ
一
大
資
源
ヲ
発
見
シ
タ
ル
功
績
ハ

没
ス
ベ
カ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ト
ス
（
２
）」
と
評
さ
れ
る
画
期
的
な
も

の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
、
三
井
銀
行
外
国
課
営
業

部
長
で
あ
っ
た
高
木
隆
吉
に
三
井
物
産
本
店
営
業
部
の
小

森
勝
造
が
折
衝
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
小
森

は
当
時
、
毛
類
掛
を
擁
す
る
営
業
部
の
勘
定
掛
主
任
を
務

め
て
お
り
、
他
社
の
追
随
を
前
に
新
た
な
決
済
手
段
の
開

拓
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
小
森
が
羊
毛
為
替
決
済
手
段
の
開
拓
に
あ
た
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1927 1931 1932 1937

役名 部署 役名 部署 役名 部署 役名

勘定掛主任 香港 勘定掛主任 本店会計課 名古屋 店長代

勘定掛主任

勘定掛 本店調査課 本店調査課 本店調査課

勘定掛主任 金物部 勘定掛主任 神戸
勘定掛主任、
店長代（一、
補）

営業部 勘定掛主任

勘定掛

勘定掛 斯土寧
勘定掛主任、
店長代

本店会計課 本店調査課

勘定掛 斯土寧 勘定掛、庶 斯土寧 勘定掛主任 生糸部 勘定掛

勘定掛 上海 勘定掛 斯土寧 勘定掛 神戸 勘定掛

勘定掛 本店会計課 生糸部 勘定掛 斯土寧
勘定掛主任、
店長代（1）

庶 京城 勘定掛 京城 勘定掛 斯土寧 勘定掛

勘定掛 漢口 勘定掛 盤谷 斯土寧 勘定掛

金物部 勘定掛 金物部 勘定掛 斯土寧 勘定掛、庶



っ
た
の
は
偶
然
で
は
な
い
。
小
森
は
東
京
高
商
を
卒
業
後
、

一
九
一
三
年
に
本
店
計
算
課
に
見
習
い
と
し
て
就
任
し
た

後
、
一
九
一
四
年
ま
で
会
計
課
に
、
翌
一
五
年
に
は
上
海

支
店
勘
定
掛
に
配
属
さ
れ
て
最
初
の
二
年
ほ
ど
を
財
務
畑

で
過
ご
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
一
六
年
か
ら
青
島
出
張
所

清
南
出
張
員
、
一
九
年
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
支
店
雑
貨
掛

と
財
務
部
門
か
ら
離
れ
た
も
の
の
、
一
九
二
二
年
に
シ
ド

ニ
ー
支
店
で
勘
定
掛
の
主
任
と
し
て
財
務
畑
に
復
帰
し
て

金
融

�迫
期
の
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
財
務
の
か
じ
取
り
を
担

当
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
二
四
年
末
に
羊
毛
を
扱
う
本
店

営
業
部
の
勘
定
掛
か
ら
異
動
し
て
き
た
村
瀬
新
一
郎
に
シ

ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
主
任
を
引
き
継
ぎ
、
他
方
、
小
森
は

村
瀬
に
代
わ
っ
て
営
業
部
に
勘
定
掛
の
主
任
と
し
て
異
動

し
、
先
の
三
井
銀
行
電
信
為
替
の
折
衝
に
あ
た
っ
た
。
し

た
が
っ
て
小
森
は
シ
ド
ニ
ー
支
店
の
勘
定
掛
主
任
と
し
て

の
経
験
か
ら
、
日
本
で
営
業
部
勘
定
掛
を
担
当
し
つ
つ
も

シ
ド
ニ
ー
店
の
金
融
力
の
向
上
に
向
け
た
手
法
を
開
発
し

得
る
地
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
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第5表 シドニー支店勘定掛担当者一覧

入社
年

出身校
1918 1922

部署 役名 部署 役名 部署

1 鈴木 勇 1914 東京高商 斯土寧 勘定掛 倫敦 漢堡 香港

2 小森勝造 1913 東京高商 青島 済南出張員附 斯土寧 勘定掛主任 上海

3 水野孝平 1919 東京高商 斯土寧 勘定掛 紐育

4 山田宗三 1918 小�高商 本店 会計課 斯土寧 勘定掛、庶

5 村瀬新一郎 1917 東京高商 営業部 勘定掛 営業部 勘定掛 斯土寧

6 坂田孝治郎 1917 神戸高商 不明 不明 斯土寧

7 榎本鉦二 1915 東京高商 石炭部 海外掛 倫敦 勘定掛 営業部

8 新田藤造 1915 神戸商業 神戸 勘定掛 甲谷他 勘定掛 小�

9 中村茂郎 1918 四日市商業 漢口 輸入雑貨掛 不明 営業部

10 堀越 節 1920 東京高商 穀肥部 勘定掛 紐育

11 西島 東 1927 京城高商 京城

12 秋山芳太郎 1924 沼津商業 漢口

13 喜多川省三 1928 横浜高商

［備考］ 各期「使用人録」より作成。



大
正
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
シ
ド
ニ
ー
店
の
金
融
力
を
支
え
て
い
た
の
は
、
小
森
や
そ
の
後
任
の
村
瀬
に
代
表
さ
れ
る
財
務
的
ス

キ
ル
を
蓄
積
し
た
人
材
層
の
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
点
を
確
認
す
る
た
め
、
一
九
一
八
年
、
二
二
年
、
二
七
年
、
三
一
年
、
三
二
年
、
三
七

年
の
各
時
点
で
シ
ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
を
担
当
し
た
人
員
の
キ
ャ
リ
ア
を
整
理
し
た
第

5表
を
み
よ
う
。
勘
定
掛
主
任
の
経
歴
を
確
認
す
る

と
、
既
述
し
た
小
森
は
シ
ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
の
後
、
本
店
営
業
部
、
上
海
支
店
と
勘
定
掛
主
任
と
し
て
異
動
し
て
い
る
。
村
瀬
は
、
一
九

一
七
年
に
東
京
高
商
専
攻
部
を
卒
業
後
に
三
井
物
産
に
入
社
し
、
長
く
財
務
畑
を
経
験
し
、
後
に
取
締
役
経
理
部
長
と
な
っ
た
人
物
で
、
戦

後
は
三
井
物
産
最
後
の
常
務
取
締
役
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
に
よ
る
三
井
物
産
の
解
散
業
務
に
当
た
っ
た
人
物
で
あ
る
（
３
）。
シ
ド
ニ
ー
店
で
は

村
瀬
が
勘
定
掛
主
任
の
時
代
に
小
森
に
よ
っ
て
開
拓
さ
れ
た
三
井
銀
行
電
信
為
替
決
済
を
拡
大
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
他
に
も
同

表
に
よ
れ
ば
、
村
瀬
の
後
任
で
シ
ド
ニ
ー
勘
定
掛
主
任
と
な
っ
た
榎
本
や
新
田
、
堀
も
す
べ
て
勘
定
畑
を
歩
む
財
務
の
専
門
的
人
材
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
特
に
特
徴
的
な
の
は
、
シ
ド
ニ
ー
店
の
金
融
力
が
問
題
と
な
っ
た
大
正
末
以
降
、
シ
ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
主
任
に

は
、
毛
類
商
売
を
担
当
す
る
本
店
営
業
部
の
勘
定
掛
と
の
関
係
を
配
慮
し
た
人
材
配
置
が
行
わ
れ
て
い
た
点
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に
小

森
が
本
店
営
業
部
勘
定
掛
主
任
と
な
る
一
方
、
小
森
の
後
任
の
村
瀬
は
本
店
営
業
部
か
ら
配
属
さ
れ
た
し
、
村
瀬
の
後
任
で
シ
ド
ニ
ー
店
の

勘
定
掛
主
任
と
な
っ
た
榎
本
も
本
店
営
業
部
か
ら
の
異
動
で
あ
っ
た
（
４
）。
こ
の
よ
う
に
取
引
で
関
係
す
る
店
舗
間
を
移
動
し
、
情
報
を
共
有
す

る
財
務
的
す
る
ス
キ
ル
を
持
っ
た
人
員
の
存
在
が
シ
ド
ニ
ー
店
の
金
融
力
を
支
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
金
融
力
の
基
礎
と
な
る
人
材
は
支
店
の
金
融
力
が
競
争
力
を
規
定
し
た
両
大
戦
間
期
に
か
け
て
社
内
に
蓄
積
さ
れ
て
い

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
本
店
営
業
部
勘
定
掛
の
人
員
構
成
を
示
し
た
第

4図
と
第

5図
か
ら
確
認
し
て
み
よ
う
。
同
表
は
一
九
一

八
年
と
一
九
三
二
年
の
本
店
営
業
部
勘
定
掛
に
所
属
す
る
人
員
の
勤
続
年
数
と
給
与
の
分
布
図
を
示
し
た
も
の
で
、
財
務
的
ス
キ
ル
を
蓄
積

し
た
人
材
に
は
▲
を
付
し
て
い
る
。
一
九
一
八
年
の
段
階
で
は
、
入
社
二
〇
年
を
超
え
る
専
門
的
人
材
が
主
任
と
し
て
営
業
部
勘
定
掛
を
率

い
て
い
る
も
の
の
、
掛
員
の
大
半
は
入
社
五
年
に
満
た
な
い
若
手
社
員
で
あ
っ
た
。
入
社
十
年
を
超
え
る
人
員
二
名
が
確
認
で
き
る
も
の
の
、
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第4図 本店営業部勘定掛人員構成（1918）

第5図 本店営業部勘定掛人員構成（1932）

［出典］ 各期「使用人録」より作成。

［出典］ 各期「使用人録」より作成。



賃
金
額
か
ら
判
断
す
る
限
り
入
社
間
も
な
い
人
員
と
大
差
な
く
、
そ
の
評
価
は
決

し
て
高
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
他
方
、
一
九
三
二
年
の
人
員
構

成
で
は
図
表
の
右
上
に
大
き
な
集
団
を
確
認
で
き
る
点
で
一
八
年
と
は
違
い
が
確

認
で
き
る
。
同
表
で
は
、
若
手
社
員
の
グ
ル
ー
プ
が
依
然
と
し
て
一
定
数
を
占
め

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
後
に
各
売
買
掛
へ
配
属
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
若
い
人
員

達
で
あ
っ
た
。
一
九
二
八
年
の
使
用
人
養
成
要
綱
に
よ
れ
ば
（
５
）、
「
第
一

新
タ
ニ

見
習
者
ヲ
採
用
シ
タ
ル
場
合
ニ
ハ
本
店
又
ハ
所
属
店
ニ
於
テ
担
当
者
ヲ
定
メ
約
一

ヶ
月
乃
至
三
ヶ
月
間
会
社
ノ
組
織
、
職
制
、
通
信
、
勘
定
、
出
納
、
用
度
、
受
渡

並
商
務
等
ニ
関
シ
一
ト
通
リ
心
得
置
ク
ベ
キ
要
諦
並
左
ニ
列
記
ス
ル
使
用
人
ノ
心

得
方
ヲ
講
和
ス
ル
事
…
第
二
右
終
了
後
適
宜
ノ
掛
ニ
配
属
セ
シ
ム
ベ
キ
モ
主
義

ト
シ
テ
ハ
成
ル
ベ
ク
通
信
、
庶
務
、
勘
定
等
ヨ
リ
順
次
受
渡
、
商
務
等
ニ
配
属
セ

シ
ム
ル
方
針
ヲ
取
ル
ベ
キ
事
、
就
中
勘
定
並
電
信
事
務
ハ
成
ル
ベ
ク
最
初
ノ
内
必

ズ
一
度
其
掛
ヲ
経
由
セ
シ
ム
ル
事
」
と
さ
れ
て
お
り
、
勘
定
掛
は
若
手
社
員
が
最

初
に
経
験
す
る
業
務
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
同
掛
に
は
入
社
十
三
年
か
ら
二
十
年
目
の
専
門
的
人
員
が
多
数

存
在
し
て
い
た
。
し
か
も
一
九
一
八
年
の
図
表
と
異
な
り
財
務
的
人
材
の
賃
金
水

準
は
高
く
、
営
業
部
勘
定
掛
以
外
に
も
広
く
勘
定
掛
と
し
て
店
舗
を
異
動
し
つ
つ

キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
第

6表
参
照
）
。
彼
ら
は
広
く
関
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1927 1932 1937

役名 給与 部署 役名 給与 勤続年数 部署 役名 給与

会計課 145 営業部 勘定掛主任 214 17 大阪 勘定掛主任 264

会計課 128 営業部 勘定掛 198 16 営業部 食主店 229

不明 営業部 勘定掛 186 15 名古屋 勘定掛主任 218

会計課 104 営業部 勘定掛 166 20 大連 勘定掛 196

勘定掛 98 営業部 勘定掛 166 19 砂糖 勘定掛主任 199

勘定掛 101 営業部 勘定掛 161 14 メルボルン 勘定掛主任、所長代 192

勘定掛 93 営業部 勘定掛 156 14 函館 勘定掛主任、所長代 186

勘定掛 86 営業部 勘定掛 153 13 紐育 勘定掛 182

勘定掛 64 営業部 勘定掛 126 14 営業部 調査 158

会計課 40 営業部 勘定掛 86 5 大連 勘定掛 124



係
店
間
を
財
務
畑
と
し
て
異
動
し
な
が
ら
金
融
力
を
支
え
る
存
在
と
し
て
育
っ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

（

1）
『
立
業
貿
易
録
』
七
一
六
頁
。

（

2）
村
瀬
千
壽
子
『
無
色
透
明

�村
瀬
新
一
郎
追
悼
集
』
力
富
書
房
、
一
九
七
九

年
、
八
頁
。

（

3）
前
掲
「
斯
土
寧
支
店
勘
定
掛
引
継
書
」
一
九
二
八
年
。

（

4）
た
だ
し
、
榎
本
の
後
任
の
主
任
と
な
っ
た
新
田
に
つ
い
て
は
、
一
九
二
八
年
、

榎
本
と
同
時
期
に
シ
ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
に
異
動
し
長
く
榎
本
の
下
で
勘
定
掛

を
担
当
し
た
後
、
一
九
三
二
年
に
榎
本
の
後
任
と
し
て
主
任
に
昇
格
し
て
い
る
。

（

5）
「
使
用
人
養
成
要
綱
」
一
九
二
八
年
八
月
一
一
日
制
定
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
豪
貿
易
商
社
を
対

象
に
、
各
社
の
資
金
調
達
力
や
金
融
操
作
に
関
す
る
能
力
、
そ
れ
ら
財
務
的
機
能

を
遂
行
す
る
人
的
資
源
が
営
業
上
の
競
争
力
に
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
か
を
考
察

し
た
。
本
論
で
得
ら
れ
た
結
論
は
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
日
豪
貿
易
を
め
ぐ
る
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第6表 本店営業部勘定掛員のキャリア（1932年）

No 氏名
1918 1922

部署 役名 給与 部署 役名 給与 部署

1 S.K 馬尼刺 勘定出納用度掛 55 馬尼刺 店長代、勘定掛主任 115 本部

2 M.K 機械部 勘定掛 48 桑港 勘定掛主任 100 本部

3 S.Y 門司 石炭支部受渡掛 30 倫敦 勘定掛 76

4 E.S 木材部 釧路派出員附 36 木材部 浦塩 79 本部

5 M.S 台北 勘定出納掛 25 台北 勘定掛 58 営業部

6 S.R 横浜 勘定掛 35 倫敦 勘定掛 65 営業部

7 O.D 京城 穀肥支部 35 京城 雑 62 営業部

8 M.T 泗水 勘定掛 57 営業部

9 K.Y 台北 雑貨掛 19 営業部 勘定掛 42 営業部

10 M.T 本部

［備考］ 各期「使用人録」より作成。



激
し
い
競
争
関
係
の
中
で
、
三
井
物
産
が
新
た
な
決
済
手
段
の
開
拓
を
行
っ
て
競
争
力
を
得
た
が
、
そ
の
優
位
性
は
三
菱
商
事
に
短
期
に
模

倣
さ
れ
持
続
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
同
社
に
は
新
た
な
手
段
を
開
拓
し
て
競
争
力
を
保
持
し
た
。
そ
の
際
、
一
九
二
〇
年
代
に
蓄
積
さ
れ

た
社
内
の
人
的
資
源
が
そ
の
基
盤
と
し
て
機
能
し
て
い
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
九
二
二
年
に
未
曾
有
の
金
融

�迫
期
を
迎
え
、
日
豪
円
為
替
を
独
占
す
る
横
浜
正
金
の
荷
為
替
取
組
み
が
圧
迫

さ
れ
た
結
果
、
そ
れ
ら
円
為
替
に
依
存
す
る
商
社
の
活
動
が
制
約
さ
れ
た
。
三
井
物
産
は
ロ
ン
ド
ン
を
介
し
た

・sterlin
g

d
ra

w
in
g
・
の

優
位
性
に
早
く
か
ら
気
づ
い
て
お
り
、
現
地
銀
行
か
ら
の
資
金
調
達
も
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
融

�迫
期
に
は
む
し
ろ
そ
の
金
融
力

を
基
礎
に
競
争
力
を
増
強
し
、
兼
松
を
抜
い
て
羊
毛
買
付
商
の
首
位
に
立
っ
た
。
ま
た
、
豪
州
店
は
支
店
独
自
の
資
金
で
あ
る
レ
ザ
ー
ブ
を

活
用
し
て
羊
毛
輸
出
期
に
前
貸
し
と
し
て
使
用
す
る
ほ
か
、
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
本
店
会
計
課
や
ロ
ン
ド
ン
店
を
介
し
て
そ
の
運
用
を
図
っ
て

い
た
。
麻
布
・
袋
な
ど
一
九
二
〇
年
代
に
三
井
物
産
の
主
力
品
と
な
る
ア
ジ
ア
産
品
の
場
合
、
荷
為
替
取
組
み
が
困
難
な
た
め
、
こ
れ
ら
支

店
独
自
の
資
金
の
存
在
や
社
内
為
替
が
取
引
を
成
立
さ
せ
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
ロ
ン
ド
ン
を
介
し
た
荷
為
替
取
組
の
優
位
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
他
社
も
追
随
し
、
横
浜
正
金
銀
行
も
ロ
ン

ド
ン
を
介
し
た
為
替
取
組
み
を
拡
大
し
て
対
応
し
た
。
そ
の
結
果
、
ロ
ン
ド
ン
廻
し
荷
為
替
の
優
位
性
は
相
対
的
に
低
下
し
た
。
し
か
し
、

三
菱
商
事
が
ロ
ン
ド
ン
廻
し
の
荷
為
替
を
開
始
し
た
一
九
二
五
年
に
は
、
三
井
物
産
は
新
た
に
三
井
銀
行
を
活
用
し
た
電
信
為
替
決
済
を
開

始
し
て
金
融
上
の
競
争
力
を
保
持
し
、
そ
れ
ら
電
信
為
替
決
済
を
金
融
恐
慌
後
に
か
け
て
拡
大
さ
せ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
新
た
な
手

段
に
つ
い
て
も
開
始
後
三
年
目
に
は
三
菱
商
事
が
三
菱
銀
行
を
活
用
し
て
同
様
の
手
法
を
開
始
し
た
た
め
三
井
物
産
固
有
の
手
段
で
は
な
く

な
っ
た
。
ま
た
、
日
豪
貿
易
為
替
に
お
い
て
シ
ェ
ア
を
低
下
さ
せ
た
横
浜
正
金
も
兼
松
商
店
を
取
り
込
む
た
め
の
営
業
を
積
極
化
さ
せ
て
お

り
、
三
井
物
産
の
為
替
面
で
の
競
争
力
は
、
一
時
的
で
長
期
の
競
争
力
を
補
強
す
る
強
力
な
手
段
と
な
は
な
り
え
な
か
っ
た
。
結
局
、
新
し

い
方
法
を
開
拓
し
て
い
く
能
力
こ
そ
が
三
井
物
産
の
金
融
力
の
本
質
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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で
は
な
ぜ
、
三
井
物
産
は
新
た
な
手
法
を
次
々
に
開
拓
し
え
た
の
か
。
本
稿
で
は
そ
の
理
由
を
同
社
内
で
一
九
二
〇
年
代
以
降
蓄
積
さ
れ

た
人
材
層
に
求
め
た
。
シ
ド
ニ
ー
店
の
勘
定
掛
に
は
財
務
的
ス
キ
ル
を
蓄
積
し
た
人
材
が
配
置
さ
れ
、
そ
れ
ら
担
当
者
の
一
部
は
本
店
営
業

部
勘
定
掛
な
ど
取
引
上
関
連
す
る
部
署
を
異
動
し
て
金
融
上
の
知
識
を
共
有
で
き
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
人
材
の
多
く
は
両
大
戦
間
期

に
か
け
て
社
内
に
蓄
積
さ
れ
、
こ
れ
ら
人
材
の
存
在
に
よ
っ
て
金
融
上
の
競
争
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
三
菱
商
事
が
早
期
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
し
得
た
理
由
に
つ
い
て
は
十
分
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、

損
失
準
備
金
を
活
用
し
た
取
引
に
つ
い
て
も
、
一
九
二
〇
年
代
以
降
の
ア
ジ
ア
産
品
取
引
の
拡
大
と
結
び
つ
け
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

［
付
記
］
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
三
井
文
庫
研
究
会
、
北
米
商
社
史
研
究
会
、
経
済
制
度
史
研
究
に
お
い
て
、
高
村
直
助
先
生
を
は
じ

め
多
く
の
方
々
か
ら
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
藤
田
幸
敏
先
生
に
は
、
草
稿
段
階
で
色
々
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
兼
松
史

料
に
つ
い
て
は
神
戸
大
学
経
済
経
営
研
究
所
か
ら
所
蔵
資
料
利
用
の
便
宜
を
い
た
だ
い
た
、
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
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